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聖女の娘は麗しの王太子殿下に愛されたい！




～望まない政略結婚よりもちろん推しを選びます～
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　神秘の国アルヴァート。

　そこは、女神を戴く魔法使いの国。国民の大半が、魔力を持って生まれ、まるで呼吸をするかのようにその魔力を駆使して魔法を使う。

　魔力は、女神の息吹。

　アルヴァートの国民は、母なる女神によって自らが作られた存在であると認識している。それゆえに、女神を唯一の神として崇め奉るのだ。

　まだこの国が、アルヴァートと名のる前の時代、この国は、近隣の列強諸国から侵略の憂き目にあっていた。

　四季があり、比較的気候が温暖で、鉱山資源にも恵まれている土地であるというだけで、支配者たちにとっては垂涎の的であったのだ。そんな状況を憂いたこの国の王子は、熱心に国の安寧を女神に祈り続け、その姿に心を打たれた女神は、彼に魔法という神秘の力を与えたと言われている。






　その魔法という神秘の力は、女神の息吹が届く場所だけでしか使うことができないが、列強諸国を追い払うにはそれで充分であった。

　そして、時代が流れ、長い年月の中で血が交わり、魔法が使える者はその数を増やしていった。

　列強諸国に対抗する力が増えることは、国にとっては素晴らしいことだ。しかし、女神の息吹を基に使用する魔法は、何も万能というわけではない。

　魔法を使うには、『魔力』を持った人が、空気中に含まれる『魔素』を使って『魔法』という現象を起こす。問題となったのは、この『魔素』である。『魔素』が『魔力』によって消費されると『残滓ざんし』が残る。この『残滓』が何よりも問題であった。

　この『残滓』は、魔法使いたちに悪影響を及ぼすのだ。悪影響の範囲は様々で、単純に体調が悪くなる者もいれば、魔法が暴走する者もいる。

『残滓』は、『魔法』を使うものが増えれば増えるほど、同じように増えていく。これを嘆いた時の国王が、神官と共に女神に助けを乞うた。それに応えた女神は、アルヴァートに、一人の乙女を遣わせた。初代『聖女』である。今よりも五百年ほど前のことだ。

『聖女』は、そこに存在するだけで、『残滓』を吸収し本来の『魔素』へと戻す浄化作業をすることができる。『聖女』は、国内を転々と巡礼し、浄化を行った。

　そして、『聖女』の子供たちは、『聖女』ほどではないものの、浄化の力を持って生まれ、また高位の神官たちが長い修行の末に会得する聖魔法を持って生まれた。そうして時代を経るごとに、国全体の浄化能力を維持し続け、初代聖女の血筋は力を失った。

　そして、まるでタイミングを見計らったかのように新たな『聖女』が女神より遣わされたのは、ちょうど二十六年前のこと。

　二代目『聖女』は、初代と同じく国内を巡礼し、役目を終えると初代と同じく巡礼の旅の仲間であった青年と恋に落ちて婚姻をした。ただし、唯一初代と異なったのは、恋に落ちた相手が、王子ではなく辺境伯子息であったことであろうか。

　誰もが聖女様は王子と恋に落ち、未来の王妃に……そして国母となるに違いないと思い描いていた未来をばっさりぶった切り、「キラキラ王子様系優男には興味がないの。男はやっぱり屈強な筋肉でしょ！」と格言を残して辺境伯領に旅立っていったのである。












　キラキラ輝くシャンデリア。その全てが貴重な水晶を使用して作られていると聞いて、アマーリエは、ぽかんと口を開けてその輝きを見渡した。そんな彼女の反応に、両親と兄が苦笑する。

　ここは、神秘の国アルヴァート。

　その中でも最も栄えていると言われる王都フィンメラン。その中心部にある白亜宮と呼ばれる王家の離宮が、今夜の夜会の舞台であった。

　この離宮は、晩年初代聖女が余生を過ごしたと言われる歴史ある離宮である。それゆえに、新年を祝う王家主催の夜会は、神殿関係者や各国の賓客を招いてこの場所で毎年行われる。

　アルヴァートの最南端、クレストル辺境伯領の娘であるアマーリエは、今年十八を迎え、こうして初めてこの夜会に参加することとなった。

　アマーリエの存在は、このアルヴァートではちょっと特殊な位置づけにある。






　―――聖女の娘―――






　アマーリエの母は、二代目の『聖女』であった。二十六年前に、突如女神によって導かれた乙女。それが、アマーリエの母である。

　こことは異なる世界から、女神に誘いざなわれてやってきたと言う彼女は、女神が求める浄化を行い、その役目を果たした。それは、初代聖女と同じだ。

　しかし、初代と異なるのは、彼女が生涯の伴侶として王子を選ばなかったこと。

　彼女の巡礼の旅には、王家から第一王子が、神殿からは、若手の高位神官が、そして、護衛として第一王子専属の近衛騎士と荒事に対処するために王国騎士団の一個隊がつけられた。

　神殿所属の神官は、妻帯を許されていない。

　第一王子の専属護衛騎士は、すべて妻帯者。

　王国騎士団の騎士団員は、あくまでも彼らの護衛であり直接のやり取りはない。






　つまり、これは王子と聖女がこの旅の中で恋に落ちる筋書きであったのだ。そして、王家も神殿も、この国の誰もがそうなると思っていた。

　しかし、巡礼の旅が終わってみれば、聖女は特に王子に恋することもなく、けんもほろろに王子をあしらうばかり。そればかりか、護衛として王国騎士団の一個隊を任されていた隊長を追いかけまわす始末であった。

　その隊長こそ、アマーリエの父である当時のクレストル辺境伯令息であったのだ。最終的には、聖女に王子との婚姻を強要することもできず、王家と神殿は、辺境伯令息との婚姻を許可した。いや……許可したというよりも、辺境伯令息に婚姻を命じたという方が正しいかもしれない。

「あの時は、本当に困った」というのが、父の言である。

　聖女の意思は、女神の意思。当の辺境伯令息が嫌だと言うのであればいざ知らず、そうでないのであれば、婚姻をというのが結論であった。

　しかし、王家としても聖女の血筋は王家に取り込みたいもの。聖女に娘が生まれた場合には、王子の婚約者とするという取り決めが同時に盛り込まれた。

　そして、その聖女の娘というのがアマーリエなのである。

　アマーリエ・カトー・クレストル。

　クレストル辺境伯家長女にして唯一の娘。母に二代目聖女ノリコ・カトー・クレストルを持ち、彼女の浄化の力と、高位神官以上の聖魔法の能力を持つ娘。

　母親譲りの艶やかな黒髪と、辺境伯家の家系によく現れるという青褐色の瞳を持つ彼女のドレスは、滑らかな光沢が美しい白。黒髪に飾られた白薔薇の生花は、デビュタントの証である。

「アマーリエ、せめて口は閉じなさい。それでは、田舎者丸出しだ」

　隣に立つ長兄にそう窘たしなめられて、アマーリエは慌てて開きっぱなしであった口を閉じた。

「でもお兄様、これ水晶なんでしょう？　それも、一つだけじゃなくて全部」

「まぁ、当時は水晶も多く採掘されたという話だし、初代聖女の功績を考えれば……惜しくはなかったのだろうな」

「いや、でも、それにしたって……」

　いち、に、さん……と考えて、アマーリエは、砂でも飲み込んだような微妙な表情を浮かべた。

「……それ以上は、余計なことを言うなよ。不敬罪でしょっ引かれたくはないだろう？」

　不敬罪と言われて、アマーリエは、やっぱり慌てて口を噤んだ。既にこの世に存在していない人に不敬罪も何もない気はしなくもないが、余計なことは言わないしないと厳命されて、アマーリエは今日この場に立っている。

　それに、二代目聖女の娘が、初代聖女を軽視する発言を、どう取られるかなどわかったものではないのだから。

　なにしろ、二代目聖女は、我儘を押して辺境伯に嫁いだことになっている。それを良く思わない貴族も少なくないらしい。

　会場内には、ちらちらとこちらを気にする素振りを見せる者もおり、時折「聖女とその娘だ」と囁きあう声が聞こえてくる。その大半は好意的なものであるが、中には憐みの視線を向ける者もいて、アマーリエを落ち着かない気持ちにさせた。

　この新年の夜会は、デビュタントボールであり、アマーリエのお披露目の場でもあった。

　アマーリエと王太子の婚約は、幼少期になされているが、最終的な確定はこのアマーリエの社交デビューの年にすると決められていた。お互いに婚姻の意思を確認し、改めて婚約者となる。

　つまりは、女神に対して聖女の娘に婚姻を強要していませんよと印象付けるための茶番であり、当時この取り決めに大反発をした聖女を宥めるための逃げでもあった。

　しかし、この衆人環視の状況で、「否」と言えるわけもない。

　色々な思惑の中で、誰もが王太子とアマーリエの婚姻を望んでいるのだ。聖女の血筋が貴重な存在であり、一貴族の下に偏るのは好ましくないため。王家の正当性のため。理由は様々だ。

「本当に、面倒くさい」

「あら、リエちゃん。奇遇ね。ママもそう思ってた」

　ぽつりとアマーリエが漏らした本音を母が拾ってにんまりと笑う。

「とっとと解消でも白紙撤回でもしちゃいなさい。別に王家にも我が家にも気兼ねなんていらないからね！」

「おいおい、ノリコ。もう少し穏便にだな……」

　それにぎょっと慌てたのは、父である。

「穏便に……なんて言ってるから、あんな取り決め認めさせられたんじゃない。ヴォルフ、貴方そこのところちゃんと理解していて？」

　ギロリと鋭い視線を妻から向けられて、強面の辺境伯は、その大きな体をすごすごと縮こまらせた。

「母上、父上の立場も理解してあげてくださいよ。王家と妻の板挟みになって辛い立場なんですよ」

　長兄が、そう言って溜息を吐く。辺境伯家唯一の常識人である長兄の助け舟に、父が涙目でこくこくと頷いた。異世界出身の母とその影響を多分に受けるアマーリエは言わずもがな、今この場にいない次兄は、次男の気安さからかかなりの自由人だ。そんな母と弟妹を持つ長兄だからこそ、常識人にならざるを得なかったとも言える。とにかく、長兄は父に似て四角四面、しかし、辺境伯領の男らしく情に厚い人でもある。

「そんな理解をしたところで、リエちゃんが不幸せな結婚を強要されたら、貴方どうするつもり？」

「可愛い妹が不幸になるならみすみす認めるつもりはありませんよ。ただ、やり方というものがですね……」

「あの……お話し中のところ失礼いたします」

　こそこそと、家族で言い争っているところに、王家の侍従がそっと声をかける。

「……何か？」

　のっそりと巨体を持ち上げてその侍従を見下ろした父に、侍従が一瞬息を呑む。

「……ひっ、あ……あの、クレストル辺境伯令嬢を、王太子殿下がお呼びです」

「……娘を？」

　ギロリと眼光鋭く睨まれて、さらに侍従が竦み上がる。見上げるほどの長身に屈強な体躯。日々荒くれものの辺境騎士達を纏め上げているためか、その表情は悪鬼のごとしとも言われるほど。並みの侍従で太刀打ちできるはずもない。

「自分が直接迎えに来るでもなく、娘を呼びつけると？」

　父の背には、「婚約者だという自負があるなら、王太子であろうと自らが迎えに来るべきだ」と掲げられている幻影さえも見える。

「だから、王族って嫌なのよ。自分が何やっても許されると思って」

　ぽそりと聞こえるか聞こえないかの声量で、母が呟いて舌打ちする。聖女としてこの地に降り立った時から、母と王家には深い因縁がある。その全てを知っているわけではないが、母の王家嫌いは筋金入りだ。そして、それを傍で聞いてきた家族全員、彼らに良い印象はない。

「娘は、今年がデビュタントでこの場所に不慣れだ。それが分かっていての要求なのであろうな」

「それは……ッ」






　気まずげに、侍従が言葉を詰まらせる。彼とて理解しているのだ。主人の要望が、とても非常識であることを。

「わたしには、そなたが本当に王太子殿下の侍従であるのかすら判断がつかぬのだが。そんなどこの誰ともわからぬ者に娘を任せろと言うのか」

「話にならんな」と父が吐き捨てる。

　貴族の令嬢の一人歩きは、こういった場でも危険が伴う。人知れず物陰に連れ込まれることもあれば、あらぬ噂を立てられて、社会的に立場を失うこともあるのだ。だからこそ、貴族の令嬢は、親族やパートナーと共に行動するか、友人たちと固まって行動するのだ。そういう相手がいない場合は、会場内から一歩も動かず、壁の花に徹するのみである。

　使用人や自称友人に呼ばれて、涙を流す羽目になった令嬢は少なくない。

「ですが……ッ」

　それでも追いすがる侍従に、父は顔を顰しかめた。

　そんな彼の姿に、先に折れたのは、長兄であった。父に苦言を呈されても、主人の命令を遂行せねばならぬ立場に、憐憫を覚えたのかもしれない。

「であれば、わたしがリーエと共に参りましょう。今宵の妹のパートナーはわたしですから。それすらも駄目だとは、王太子殿下であってもおっしゃらないでしょう？」

「クレストル辺境伯令息！　助かりますッ」

　深々と頭を下げた侍従に、父は舌打ちし、長兄は嘆息する。母に至っては、憤怒ふんぬの表情で侍従を睨みつけていた。

　侍従に案内されたのは、会場の端にあるテラスだった。なぜこんな場所にと思ったのはアマーリエだけではなかったらしく、長兄が僅かに眉間に皺を寄せた。新年の宴は、王家主催のもの。王太子が、こんな場所にいていいはずがない。

　テラスへ続く扉の前には、護衛騎士が二人。

　黒髪に青褐色の瞳というアマーリエと同じ色を持つ騎士が、二人の姿に僅かに瞳を開いた。辺境伯家の次男であるアマーリエの次兄である。

「リーエ、なぜここに……それに兄さんも」

「辺境伯令嬢？　でも、外には……」

　次兄の隣に立つもう一人の護衛騎士も、どこか困惑した表情でアマーリエを見た。

　侍従が扉を開けば、そこにいたのは、仲睦まじげな男女の姿。

　男性の方は、アマーリエもよく知っている。輝く銀髪に大柄な体躯。それでいて甘さを含む相貌とのギャップが堪らないというのが貴婦人たちの言だというこの国の王太子、レオンハルトである。

　片やメリハリのある魅惑的な肢体を真っ赤なドレスに押し込めて妖艶に笑う女性。その髪は美しい黄金色。彼女がそっとレオンハルトの腕を引いた。

　レオンハルトの碧い瞳が、アマーリエを捉えた。

「あぁ、来たか」

　さも来るのが当然という態度で、レオンハルトがアマーリエに声をかける。そんな彼の態度に、長兄が露骨に顔を顰めた。

「クリストフ卿、そなたを呼んだ覚えはないのだが」

「リーエの保護者として、本日のパートナーとしての義務です」

　淡々と答えた長兄に、レオンハルトが小さく笑う。

「相変わらず過保護なことだな」

「そうおっしゃるのであれば、そちらのご令嬢も同席させる必要はないでしょう」

「彼女は、今宵のわたしのパートナーだ。彼女を一人にするわけにはいかないだろう？」






　通常、夜会のパートナーに選ぶのは、婚約者や恋人といった相手か、親族等の血縁関係があるものだ。そもそも、婚約者が居ながらにして、他の相手を選ぶ理由もない。未婚女性を一人にしないというのは、立派な心掛けであるが、そもそも婚約者であるアマーリエ以外をパートナーに選ぶということが、間違っているのだ。

「その発言は、婚約者としていかがなものかと」






　ちっとも悪びれた様子もないレオンハルトに、長兄が青筋を立てる。

「婚約者ね……」

　長兄の発言に、レオンハルトが意味ありげにアマーリエへと視線を向けた。そこに見えるのは、嘲あざけりと落胆。彼は、いつだってアマーリエが婚約者であることへの不満を隠さない。

「アマーリエ、お前は今年十八になったのだったな」

「……はい」

　わかっていることをあえて確認するように問いかけるのはなぜなのか。その真意を読み取ろうと、アマーリエはレオンハルトを真っすぐに見据えた。

「今宵の夜会で、父上はお前とわたしにこの婚約の是非を問うだろう」

　二人の婚姻の意思を確認する場、それはレオンハルトも認識があるのだろう。もちろん、それはアマーリエにとっても同じだ。

「お前、婚約は継続しないと言え」

　レオンハルトの言葉に、アマーリエは瞠目どうもくした。そんな彼女の反応に、レオンハルトの隣に立つ令嬢が口の端を上げる。






「……継続しない？」

　レオンハルトの言葉を、アマーリエはそのまま聞き返した。彼の立場として、その発言が理解できなかったからだ。そんな彼女の反応を、レオンハルトが小ばかにしたようにせせら笑う。

「あぁ、理由は何でもいい。辺境伯夫人同様に、好みのタイプじゃないとか適当なことを言っておけばいい」

　レオンハルトは、そう吐き捨てるように言った。

「……その理由をお伺いしても？」

　この婚約は、王家が何としてもとねじ込んだ取り決めからなされたもの。アマーリエとて望んだものではないが、レオンハルトもまた望まないのであれば、彼がそう宣誓すべきではないのか。

「お前が言う方が、角が立たないからな。なんと言っても前例がある。聖女の娘がそう言ったのならば、誰もが納得するだろう。また聖女の我儘かと」

「聞き捨てなりませんね、殿下。我が家を愚弄するつもりですか」

　ギリリと長兄が歯噛みする。今夜は夜会ということで帯剣は許されていないが、もし帯剣していたとすれば、長兄は正に剣を抜いていただろう。

「愚弄するつもりなどない。ただ、事を穏便に運ぼうと思っているだけだ。それに、お前だってこの婚約に然程乗り気ではないのだろう？　ちょうどいいではないか」

「はっ、またご冗談を」

　乗り気でないかどうかと問われれば、乗り気でないことには間違いない。だからといって、そんな我儘を通して解消するつもりはなかった。

　アマーリエは、聖女ではない。彼女は、辺境伯令嬢でこの国の一貴族である。政略結婚が義務だと言われるのであれば、非常に不本意だが受け入れるくらいのつもりでいた。それなのにもかかわらず、レオンハルトは、アマーリエを一人悪者にして己の希望を押し通すつもりなのだ。ここまで来ると、怒りを通り越して呆れるしかない。どこまでも、自分勝手で傲慢な王太子。

　アマーリエが何も言わないことをいいことに、レオンハルトが長兄にもっともらしいことを言う。

「別に、辺境伯家を蔑ろにするつもりもない。ただ、ローラントが専属の護衛騎士としてついている以上、これ以上辺境伯家と繋がりを重視しなくてもいいと思ったのだ。それならば、もっと価値ある相手を妻にと望んだだけのこと」






　ローラントとは、近衛騎士であるアマーリエの次兄だ。レオンハルトの護衛騎士でもある次兄は、今まさにこのテラスの扉を警護していた。つまりは、次兄が傍にいるからこそ、アマーリエは不要だと切り捨てるということだろう。

「もっと価値ある相手、それが隣のご令嬢だと言うことですか」

「彼女は、隣国ポポラートの第一王女だ。ポポラートは、最近魔石鉱山が見つかって、今後の取引が増える国。是非とも国として繋がっておきたいと大臣たちも言っていただろう」

　そう言って、レオンハルトが愛し気に王女の腰を引き寄せた。王女の方も、慣れた様子で身を寄せる。

　そんなレオンハルトの態度に、長兄が顔を歪ませる。

　アマーリエが止める間もなく長兄が、レオンハルトに手袋を投げつけた。パシリと小気味いい音をさせて、手袋がレオンハルトの顔に叩きつけられる。

「殿下がそうおっしゃるのであれば、いいでしょう！　決闘を申し込みます!!」

　武人らしい野太い声が、テラスどころか周囲に響き渡る。その声が聞こえたのだろう、テラスと会場を繋ぐ扉が開かれた。

「兄さんッ!?　何事ですか！」

　慌てて飛び出してきたのは、次兄ともう一人の護衛騎士。

「あぁ、ちょうど良いところに来た。ローラント、決闘だ」

　長兄は、次兄を振り返ることなく王太子に鋭い視線を向ける。

「ちょっと待ってください……その決闘の相手は、もしかしなくても……」






　唖然とした表情で、次兄が長兄と呆然とするレオンハルトを交互に視線を向けた。

「そこの王太子に決まっているだろう」

　あっさりとそう言い切った長兄に、野次馬としてテラスを覗き込んでいた貴族たちが、騒ぎ始める。それもそのはず、決闘で相手を殺したとしても、それが罪に問われることはない。それもまた、女神の采配だと信じられているからだ。

「兄さん、王族との決闘は……」

「あぁ、国王陛下の許可がいるのだったな。いいだろう」

　そう言って、長兄はまだ状況が呑み込めていないアマーリエの手を引いて会場へと踵を返した。視界の端に、安堵の息を漏らす次兄と、もう一人の護衛騎士が「違うそうじゃない！」と全力で首を振っている姿が見える。

　レオンハルトに至っては、青を通り越して蒼白だ。彼の隣に立つ王女だけは、「決闘だなんて素敵」と一人頓珍漢に浮かれている。

　一方野次馬たちは、さっと波が引くように、二人の行く道を開ける。

　長兄は、誰に遠慮するでもなく、堂々とした態度で国王夫妻の前へと立った。

「クレストル辺境伯家が長子、クリストフが国王陛下にお願いがあって参りました」

　朗々とした声が、会場内に響き渡る。何事かと人々の注目が、長兄に集まった。

「クレストルの息子。このような場でなければならない話か？」

　僅かに剣呑けんのんな光を湛たたえた碧い瞳が、クリストフを見下ろした。一臣下が、公の場で堂々と国王に声をかける。それは、不敬だと非難されても仕方のない行為だ。

「えぇ、この場でなければならないのです。我が家と妹の名誉を守るためにも」

　長兄の口からアマーリエの名が出たことで、国王は、ちらりと碧い瞳をアマーリエに向けた。

「ふむ、妹……とな。そなたの妹アマーリエであれば、我が王太子の婚約者。つまり、娘も同然だ。申して見よ」

　そうは言うものの、アマーリエ自身は、国王と顔を合わせたのは王太子同様数度だけ。娘と言われるほどの親交はない。しかし、どこか親し気な雰囲気を見せた国王を、長兄は真っすぐに見上げた。

「ぜひ、わたくしに王太子殿下との決闘をお認めいただきたくお願いに参りました」

　長兄の言葉が朗々と響き渡る。それと同時に、会場がしんっと静まり返った。

「……王太子と、決闘だと？」

　そんな空気の中、一番初めに声を発したのは国王であった。そのとんでもない長兄の発言に、眉を寄せたのが分かる。

「はい。殿下は、我が妹との婚約の解消を望んでおられる様子」

「はっ、何を世迷いごとを……王太子とアマーリエは、生まれる前からの婚約者。それは、ここにいる皆が知ることだろう」

　国王が、馬鹿馬鹿しいと鼻で笑い飛ばす。

「もちろん、それはわたくしも存じております。しかし、先ほど王太子殿下はアマーリエに仰いました。婚約を継続する意思はないと言うようにと……」

　長兄の言葉に、会場内がざわりと騒ぎ立つ。

「……あれが、アマーリエにそう言ったゆえに、兄であるそなたが決闘を申し込んだと？」

「まさか！　そもそも、この婚約は我が家が望んだものではありません。継続なり、解消なり、それは本人である妹が決めること」

「うむ」

　それには納得したのか、国王が鷹揚に頷いた。

「しかし……」

　そこで、長兄は言葉を区切って背後を振り返った。そこには、顔面を蒼白にした王太子が、護衛騎士に付き添われて立っていた。彼と共にいた王女の姿は、既にその場所にはない。

「王太子殿下は、事もあろうに妹に、妹の我儘でこの婚約を解消するようにと仰いました。また聖女の我儘で解消されるのであれば、誰もが納得するだろうと」

　長兄の言葉に、会場内のどこかでグラスが割れる音が響く。一斉に招待客がそちらを振り返れば、そこには怒の表情を浮かべた父の姿がある。どうやら、手にしていたグラスを叩き割ったようであった。

「どういうことですか、陛下」

　おどろおどろしい地に響くような声が響き渡る。

「ヴォルフ……」

　国王が、顔を引きつらせた。

「聖女は、女神の恩寵。それは、たとえ国王であったとしても不可侵であったはずです」

「あぁ……、その通りだ」

「それなのに、王太子ともあろう方が、聖女の我儘だと。どうやら王家は、聖女への感謝の気持ちを忘れたようだ」

　こつりこつりと靴の音を響かせて、父が前へと出る。

「多くの者が、残滓によってつらい時期を過ごしましたね。先代の国王陛下も、魔力量が多かったために、大層苦労をなされたはずだ。もちろん、それは先代だけでなく、この会場にいる者たちも覚えがあることでしょう」

　高位神官の扱う聖魔法は、あくまでも対処療法でしかない。どれだけ力のある高位神官に聖魔法を使って治してもらっても、周囲に残滓が溢れる環境ではすぐに元に戻ってしまうのだ。

　父が、王太子の傍で立ち止まる。

「そんな者たちを救ってくれた聖女をまるで政治の道具であるかのように政略結婚が当然だと強要し、それを拒否すれば我儘であると断罪する」

「あ……あ……」

「それに加えて、聖女の娘が同じことをしても周りが認めるから無実の罪を被れということでしたか？」

　父に凄まれて、王太子はぺたりとその場に尻もちをつく。どうやら腰が抜けたようであった。

「王太子殿下、あなたが娘との婚姻を望まないのであれば、それも仕方のないことでしょう。しかし、その目的のために、娘を利用するなどいただけませんな。我が娘は、あなたが便利に使える道具などではない」

「ひぃっ」

　父が伸ばした手に殴られるかとでも思ったのか、王太子が頭を抱えて蹲うずくまる。その手をぽんと叩いて、父は国王を振り返った。

「陛下、わたくしからも息子と王太子殿下の決闘の許可をいただきたく思います。これは、我が家と娘への侮辱のみならず、聖女への侮辱ですから」






　父の、拒否することは決して許さないという強い威圧からか、国王は顔を引き攣らせながら何度も小さく頷いた。そこに、国王としての威厳などない。

「あ……あぁ、も、もちろんだとも……」

「なお、決闘代理人を立てることは認めませんので悪しからず」






　あっさりとそう追加した父の要求に、国王と王太子が顔色を変える。それと同時に、会話を聞いていたであろう周囲が、俄かに騒ざわめきだす。

「ま……待て、そなたの息子は、武のクレストル辺境伯家の長子だぞ。そんな猛者と王太子が対等に戦えるわけが……」

「この体は、見せかけだけですか。優男に見えぬように、王太子を厳しく鍛えられたのでしょう？　それならば、その証を見せるべきでは？」

　父の言葉に、周囲の人たちがクスクスと笑い声をひそやかにあげる。聖女が王太子を振った時の言葉は、あまりにも有名だ。そして息子にも同じ思いをさせぬようにと、国王が王太子に騎士訓練を課していることも同様に有名な話であった。

「……わかった。では、二人の決闘は後日改めて行うこととする。それ以上は、良いな？」

「ち……父上ッ！」

　国王の決定に、王太子が悲痛な声を上げる。

「もうひとつよろしいでしょうか」

　そんな王太子の声を無視するように、長兄が声を上げた。そんな兄の声に、できれば何も言ってくれるなと言いたげな視線のまま、国王が長兄へと視線を向ける。とはいえ、国王とてこの場で言えるはずもない。

「……よい。申して見よ」

「先ほど、王太子殿下より、隣国ポポラートの王女殿下との婚姻を示唆されました」

「なに？」

　長兄の言葉に、国王が片眉を上げた。

「なんでも、『ポポラートは、最近魔石鉱山が見つかって、今後の取引が増える国。是非とも国として繋がっておきたいと大臣たちも言っていた』と」

「なんだと？」

　先ほど以上に、会場内が騒然となる。それもそうであろう。王太子自らが、他国の王女の前で国内の有力者である大臣の意見を口にしたのだ。

「他にも何か口にされている可能性があるかもしれません。公正な取引のためにも、一度お調べになった方がよろしいかと」

　そう口にして、深々と首を垂れた長兄に、国王は苦虫を噛み潰したような表情になった。

















第一章　聖女の娘、辟易する












　この国の成人は、十八である。十八歳でのデビュタントを終えて、晴れて一人前の大人と認められるのだ。未成年の間は、各家庭で家庭教師をつけたり、初等学校や高等学校で学んだりするのだ。

　とはいえ、それは貴族や富裕層にとってだけの話。一般庶民はといえば、初等学校を卒業して働きに出る者がほとんどである。

　もちろん、未成年の扱いとなるため、あくまでも見習い期間中。十三歳で初等学校を卒業してから五年間の見習い期間を経て、正式に採用されたり、新たに商売を起こしたりする。

　それは、女神を崇める神殿でも同様であった。

　初等学校を卒業後、見習い神官として五年。その間に、神学校で女神の教義について学ぶ傍ら、神殿内の細々とした雑務に精を出す。そして、神学校を無事に卒業できれば、晴れて神官となることができるのである。

　とはいえ、神官になることができる者はごく一部だ。神学校は、学びの場であると同時に見極めの場でもある。いかに信心深く、いかに信仰心が篤あついか。邪な心を持たず、強い心を持っているか。

　だからこそ、神殿の神官たちは、尊敬され敬われる存在でいられる。

　だからこそ、人々は神殿に寄付をしてその活動を支える。






　王都フィンメランにある中央神殿。

　ここは、総本山である大神殿と双璧を成す由緒正しい神殿である。王家を始めとした貴族や有力者たちの洗礼や婚姻、葬送まで行う場所だ。

　アマーリエは、慣れた様子でその中央神殿の渡り廊下を歩いていた。時折、すれ違う神官たちが、アマーリエの姿を目にとめて、恭しく頭を下げる。

　彼女は、聖女ノリコの娘。

　その身に、聖女までとは言わないが、浄化の力を持ち、また大神官顔負けの聖魔法の使い手。神官たちにとっては、女神の愛し子である聖女にも等しい存在だ。

　とはいえ、聖女も聖女の娘も、神殿内において権力を握っているというわけではない。あくまでも信仰の対象の一部に過ぎず、力を貸してくれる女神の一部という考え方に近い。

　だからこそ、彼らはアマーリエを尊重してくれるし、彼女が神殿内を歩いていたとしても特別なことはなにもない。

　渡り廊下を抜けた先に、何の装飾もないシンプルな扉がある。ここは、告解室の入り口だ。自らの罪を告白し、許しを得る場所。

　アマーリエが、その扉をノックすると、向こうから扉が開かれた。まだ幼い見習い神官が、アマーリエの姿を捉えて恭しく頭を下げる。

「上の階へどうぞ。いつものお部屋です」

　彼らにとって、アマーリエは顔パスだ。受付に立つ見習い神官には、アマーリエが来たらそうするようにとでも言われているかのごとく同じ返事をする。

「女神さまのご加護がありますように」

　決まり文句をのせて、金貨を一枚手渡せば、彼が深々と頭を下げた。

「女神さまのご加護がありますように」

　告解室の利用に、明確な価格設定はない。寄付の金額を上げたからといって罪が本当に許されるわけではないのだから。あくまでも、ここは吐き出す場所。

　階段を上れば、薄暗い廊下が続く。その一番奥の部屋が、いつもの部屋だ。

　小さなノックと共に、扉を開ける。

　狭い部屋の中には、椅子が一脚。椅子の前には、木製の格子と小さな窓。

「……どうぞ、おかけください」

　窓の向こうから聞こえる声に、アマーリエは従って腰を下ろす。窓の向こうの声の主は、この神殿の神官である。こうした、信徒の告解を聞くのも彼らの修行の一つだという。

「本日は、女神さまのお導きをいただきたく参りました」

「……お伺いしましょう」

「実は、わたくしには生まれた時から決められていた婚約者がいたのですが……相手方から婚約の解消を望まれまして」

「……それは、とてもお辛かったことでしょう」






　一瞬の間の後に、痛まし気な声が返される。世間一般の常識で言えば、婚約解消は悲しい事実だ。とはいえ、アマーリエにその世間一般の常識が当てはまるかと言われれば、そうでもない。

「いえ、それは別に良かったのです。元々政略的な結びつきでなった婚約ですし、顔を合わせたのも数度という関係でしたので」

「……」

　アマーリエの発言に、相手が黙り込む。

「ですが……、お相手の方がお兄様とお父様を怒らせまして」

「……」

　壁の向こう側がガタゴトと俄かに騒がしくなる。大丈夫だろうかと、アマーリエが首を傾げたところで、壁の一部が音を立てて開いた。隠し扉である。
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「……アマーリエ様、気になることが多すぎるのですが」

　そこから気まずげに顔を出したのは、この中央神殿の上級神官ヴィルフリートである。

　輝くような銀髪と美しい碧い瞳は、王家の色。アマーリエは深くは知らないが、王家に縁のある家の出身らしいこの上級神官は、彼女の聖魔法の教師でもあった。

「あら、ヴィルフリート先生。このくらいで驚いていてはこの先が大変ですよ？　本当に、色々あったんですからね」

　どこか胸を張ってそう言ったアマーリエに、ヴィルフリートがため息を吐く。

「とにかく、長くなるのでしょう？　そちらは寒いですので、どうぞこちらへ」

　扉の奥から手を差し出されて、アマーリエはそっとそこに手を乗せた。軽く手を引かれて、高さのあまりない扉を頭を下げてくぐる。

　壁の向こうは、先ほどの部屋よりもずっと広い。壁一面が本棚になっており、そこにはずらりと本が並ぶ。

　ちょうど先ほどの告解室との間の壁に寄せられておかれた机の上には、雑多な書類と本が積み上げられている。いつもと同じように。

　そう、この場所はヴィルフリートの作業部屋であった。彼の部屋がこの場所にあるのは、この中央神殿が、万年人手不足だからだという。王都という立地は、他の地に比べて貴族や有力者たちが足繁く通うのだ。

　それは、告解室という場所においても例外はない。他の神殿よりも多くの人を迎え入れるために、他の仕事をしながら話を聞くのだという。

　しかし、それは思わぬ利点も生む。秘密裏に神官と話がしたい者は、アマーリエのように告解室を使うのだ。

　パチパチと、暖炉で炭が弾ける音がする。

「お茶を準備しましょう」

「ヴィルフリート先生のハーブティーがいいです」

　神殿の庭で栽培されている野草。それは、神殿の収入源のひとつでもあり、ポプリやハーブティー、アロマオイルなど様々なものがこの神殿から生み出されている。

　ヴィルフリートは、棚からキャニスターを取るとティーポットに入れて、そこに暖炉にかけられていた薬缶から湯を注ぐ。ふわりと香るのは、ラベンダーだろうか。それを十分蒸らして、武骨なマグに注いでくれる。

「いい香り」

　香りを堪能するように目を閉じれば、ヴィルフリートが小さく笑う。

「お気に召したのであれば、よかった」

　自分の分も準備したヴィルフリートが、マグを片手にアマーリエの前に腰を下ろした。

「それで、王太子殿下と婚約解消をしたのでしたね」

「そうです」

「それは、新年の夜会ですか？　たしか、あの場で今後を決めるという取り決めになっていたかと思いましたが……」

「いいえ、その前です。少々問題が発生しまして」

　そう、あれを問題と言わずして何と言おう。一連の婚約解消騒動から今の今までずっと問題が発生し続けていると言っても過言ではない。

「どうやら、王太子殿下は、この婚約が不満だったようですね」

　そう言って、何かを吐き出すように、アマーリエはふぅっと息を吐き出した。

「不満も何も、ほとんど顔を合わせていないのでは？」

　怪訝な表情で首を傾げたヴィルフリートに、アマーリエはおかしそうに笑い声を上げた。

「ロー兄さまが、傍にいらっしゃるので、これ以上我が家との繋がりは必要ないんだとかなんだとか。もっと有益なお相手がいらっしゃるそうですよ」

「そんな馬鹿な話があるはずがない。そもそもこの婚約の目的は……」

「「聖女の血を王家に取り込むこと」」

　二人の言葉が、ぴったりと重なり合う。

「聖女の血を引いた護衛騎士を一人傍に置いたからといって、聖女の血は王家には取り込まれません。もしかしたら、殿下としては王女殿下のうちのどちらかと……との思いがあったのかもしれませんが」

「聖女の息子は、その先に聖女の力が渡らない」

　ヴィルフリートの言葉に、アマーリエはその通りだと頷いた。

　初代聖女には、五人の子供がいたという。そのうち娘は一人だけで、あとは全て息子。娘は、聖女から多くの力を受け継いだのにも関わらず、息子達は微々たる力しか受け継がず、彼らの子供に聖女の力は一切受け継がれなかったと記録にある。

　聖女の娘から生まれた子供は、細々とその力を受け継いだのにも関わらずである。

　王家にとっては、聖女の血を引くことが重要ではないのだ。聖女の血を引き、かつ力を受け継いだ娘を王家に残すことが大事なのである。

　それゆえに、アマーリエが王家に嫁ぎ娘を授かれば、その子は聖女の力を持って生まれてくるだろう。そして、その血と力の流出を防ぐために、その王女に婿を迎えて王家に残すのだと聞いたことがある。

　そうすれば、聖女の力はずっと、王家と共にある。

「一体、王家は何を教育していたのか……」

　ヴィルフリートは、呆れたように大きく溜息を吐いた。

「まぁ、風の噂によれば、王太子殿下は騎士たちに交じって訓練に明け暮れていたって話ですし」

「風の噂？」

　ずっと領地で生活していたアマーリエが、なぜ王都の噂などを知っているのかとでも言いたげなヴィルフリートの表情に、彼女は小さく笑って見せた。

「ロー兄さまです。あの人、王太子殿下の一学年上なので」

　次兄であるローラントは、王太子のひとつ上。王立高等学校に進学した次兄は、王太子の一学年先輩にあたる。

　幼少期から辺境伯領で辺境騎士団に交じって訓練を受けていた次兄にとっては、高等学校の騎士課程の授業など取るに足らないもの。そんな実力者である次兄に、王太子が憧れているらしいと聞いたのはいつの頃だったか。

　卒業前には、王太子から是非とも近衛騎士団へと熱い勧誘を受け、現在次兄は王太子の護衛騎士として働いている。

　王太子としては、自分の熱意を受け入れてくれたのだと思っているようであるが、次兄としては、将来王家に嫁ぐかもしれない妹のために近衛騎士団に入ったと言って憚らない。妹想いの愛情あふれる兄である。

「国王陛下は、自分と同じ轍を踏まないようにと、殿下に体を鍛えることを課したようですからね」

　逞しい男が好みであると公言している聖女の娘であれば、同じようなタイプの男を好むだろうという浅知恵だ。聖女の娘であるアマーリエからしてみたら、笑えない話である。

「その解消話も、わたくしの我儘として処理せよと殿下は仰せでした。聖女という前例があるのだから、我儘で解消しても仕方ないで済むはずだと。それを聞いた、クリス兄さまが怒って決闘だと」

　あれは、今思い出しても肝が冷える。いくら王太子が鍛えているとはいえ、所詮はおままごとに毛が生えた程度のもの。あの鍛えられた肉体も、辺境騎士団の騎士たちを見て育ったアマーリエからすれば、ちっとも実践的ではない。

「はい？　長子殿と閣下がお怒りになったのは、婚約解消だと言われたからではなく？」






　きょとんと瞳を瞬かせたヴィルフリートに、アマーリエは首を振った。

「別に我が家は、王家との繋がりは望んでおりませんわ。何よりも、母は嫌がっていますもの」

「……嫌がっていらっしゃるのですか」






　王家と縁戚になることを夢見る貴族家は少なくない。血脈の正当性という意味でも、王家の血の力は絶大だ。とはいえ、異世界出身の聖女である母にとっては、あまり関係のないことで、それゆえに単純な好悪で判断しているであろうことは間違いない。

「えぇ、あの騒動の夜も随分とお怒りでしたわ」

　アマーリエが、にゅっと指を二本、指の付け根から頭の上に立ててみれば、ヴィルフリートが、「あぁ」と納得して見せる。これは、『鬼』を表す合図だ。

　元は、アマーリエたちが幼い頃に、母が「鬼が来るよ」と怒ったことから家族で使われるようになった合図。そこから『鬼』とは何だとなり、母が絵を描いたり、逸話を話したりする中で、「これ、ママが本気で怒ったときじゃない？」となって今に至る。

　だからこそ、兄妹と父の間では、母が怒っている時は、触らぬ神に祟りなし。こっそり合図を送りあったのだ。それを当時兄妹たちの聖魔法の教師をしてくれていたヴィルフリートにもやったため、彼にも母の怒りの程度が伝わるのである。

　ちなみに、怒りの程度を指の長さで表すのは余談だ。

「それで、決闘は……」

「事の次第を知った父が、クリス兄さまを擁護して、陛下に認めていただきました。父の方が怒っていたので、決闘代理人を立てることも許可しないようにと」

　アマーリエの言葉に、ヴィルフリートが息を呑む。それもそうだろう。長兄は、次期辺境伯なのだ。まるで筋肉の鎧ではないかと思うほど実践的な鋼の肉体を備え、日々辺境防衛に身を捧げているゆえか、その実力も折り紙付き。長兄にかかれば、王太子など赤子の手を捻るようなものだ。

「とてもではないが、相手にはならないでしょう」

　ヴィルフリートが、やりきれないように首を振る。

「まぁ、そうでしょうね」

　十人中十人が、同じ判断をするだろう。それほどまでに、力の差は歴然としているのだから。

「でも……そこまでの騒ぎになったのであれば、殿下の目論見通り婚約は解消されるでしょう」

　ヴィルフリートが、痛まし気にアマーリエを見た。

　貴族令嬢にとって、婚約解消になったという事実は、瑕疵かしにもなりかねない。もちろんアマーリエに何があるというわけではないのだが、それを理由に無意味に見下すものもいるだろう。

　それに、婚約解消と言えども状況的には婚約破棄に近い。一方的に解消を申し渡され、その有責すら負わされようとしていたのだ。何も知らない人から見れば、アマーリエに何か問題があったのではと勘繰る人もいるだろう。

「とにかく、このことは神殿からも抗議を申し入れるように上層部に通達を出しておきます」

「え！」

　驚きの声を上げたアマーリエに、当然だとヴィルフリートが、表情を引き締めた。

「アマーリエ様は、不当に貶められてよい方ではありませんよ。あなたの功績は、正しく評価されなくてはなりません」

「不当に貶められるつもりは、わたしにも家族にもありませんが……」

　泣き寝入りするなど、辺境伯家の矜持が許すはずもない。とはいえ、功績などという立派なものは、あげたつもりはない。

「何を言うのです。あなたは、聖女でこそありませんが、我らが神官の上に立つお方です。聖女様に代わって我らと共に巡礼の旅を行い、その地の浄化と重症者には聖魔法で治癒を施した。これが、功績と言わずして何と言うでしょうか」

「いや……だってそれは、母が行きたくないと言うからで」

　母もすでに四十四歳。馬車での長距離の旅は辛いと、アマーリエが十四の時に巡礼の役目を引き継いだ。とはいえ、母のようにすべての場所を回るわけではない。

　残滓が多く溜まる場所を中心に、定期的に巡回するのだ。その際には、アマーリエの師としてヴィルフリートが、保護者兼護衛として長兄も同行する。それをアマーリエ一人の功績にされるのは、違うだろう。

　もちろん、彼らだけでなく、多くの護衛騎士が神殿から派遣されてもいる。

「たとえそうだとしてもです。アマーリエ様、あなたは聖女様と共にいわば神殿の象徴でもあるのです。我々神官も、国民もあなた方を通して女神さまの息吹を感じる」

　そんな大袈裟なと苦笑したアマーリエに、ヴィルフリートは頭を振った。アマーリエの思考を感じ取ったのだろう。

「もちろん、あなた方が女神の恩寵を笠に着て女神の教えに背くような行いをすれば、我々もそのようなことは申しません。でも、あなた方はそうではない」

「それは、母が……」

　世話になった人には、恩を仇で返すことをするなと、アマーリエたち兄妹は再三言われて育ってきた。頼る実家のない母にとっては、神殿がいわばその役目を負うもの。女神が母にとっての母で、大神官が母にとっての父代わり。つまり、アマーリエたち兄妹にとっては、祖父母のようなものだ。

　さながら神官たちは伯父叔母と言ったところか。

　両親と喧嘩をすれば、家出先は決まって神殿で、神殿側も苦笑交じりにいつでも受け入れてくれたものだ。余談ではあるが、両親が喧嘩をした時は、当然のように母は子供たちを連れて神殿に引き籠った。それも総本山である大神殿に。

　父は、大神殿の門前で、土下座で謝罪をして許しを請うた。もう十年ほど前のことなのにも関らず、神殿では未だに聖女を語る時に話題に上るらしい。

「もちろん、我々は聖女様の献身を一時も忘れることはありません。彼の方は、見知らぬ地より参られて、わが国にお力をお貸しくださった偉大なる方ですから」

　アマーリエの母は、女神の導きによって界を渡ってきた。

「でも、それはアマーリエ様も同じです。本来であれば、神官でもないあなたは、巡礼にも行かなくとも良かった身。現に、初代聖女様のご息女は、王城にて国の安寧を祈られていたと伝えられています」

「それは、王女殿下に巡礼させるわけにはいかないでしょう？」

　警備の点から考えても、とてもできるはずもない。

　それには、ヴィルフリートは何も言わず肩を竦めただけだった。

「とにかく、それほど大事に思っているということです。我々神官たちは。あなたの助けに、とても感謝しているのですから」

　そう言われれば、悪い気はしないのだから不思議なものだ。

「……そんな風に思っていただいているのならば、その気持ちはわたしからもお返ししなければですね」

「ただ、ここにいてくださるだけでいいのですよ」

　いつだって、ヴィルフリートは、こうしてアマーリエに嬉しい言葉をくれる。

「……ヴィルフリート先生が、わたしの婚約者だったらよかったのに」

　アマーリエの口から漏れ出た本音に、ヴィルフリートが一瞬瞠目してそして苦笑する。

「とても光栄ですが、神官は婚姻しませんから」






　もちろん、それはアマーリエも知っている。それでも、そう思ってしまうのは仕方のないことだろう。碌でもない婚約者に対して、アマーリエを守り育ててくれる師は、婚約者に比べて何万倍もイイ男の条件を揃えているのだから。

「ちょっとした冗談じゃないですか」

　そして、願望だ。

　神官は、男女ともに婚姻しない。それは、教義によってそのように決められている。婚姻だけでなく、子孫を持つことも禁止されている。

　女神は、女神を信仰する者に平等に慈悲の心を傾ける。そこに優劣もなければ、特別視もない。女神の恩恵を受けられるのは、その信仰心の強さのみ。

　それゆえに、神官たちも同様に女神を信じる者を平等に愛しなさいと教え説かれるのだ。伴侶を持てば、子や孫を持てば、どうしても肉親が大切になる。情が湧く。だからこそ、神官は、婚姻も子を持つことも禁止される。

　そのために、神官になる際には、特別な魔法がかけられる。大神官のみが使うことを許される魔法。それは、女神の恩寵。

　人間の三大欲求のひとつである性欲を失う魔法。

　神官たちは、性欲がない。そしてこの魔法がかかっている間は、子をなすこともできない。だからこそ、アマーリエがこういった発言をしても、自分は対象外だというように取り合ってももらえない。

「さて、長くなりましたね。あまり遅くなるとご家族が心配なさるでしょう」

　すっと優雅に立ち上がったヴィルフリートが、告解室へと続く扉を開く。どうやら、今日はこれで時間切れらしい。

「女神さまのご加護がありますように」

　彼も忙しい身だ。いつまでも、こうしてアマーリエの愚痴ばかり聞いていられないのだろう。

　祈りの聖句を唱えれば、ヴィルフリートもまたそれを返してくれる。

「女神さまのご加護がありますように」

　キラキラとアマーリエの周囲が、一瞬煌めく。『幸福の魔法』と呼ばれるものだ。効果はおまじないに近い程度しかないが、悪しきものを遠ざけてくれるという聖魔法の一種である。

「また何か困ったことがあれば、いつでもお越しください」

　扉をくぐったアマーリエの背に、ヴィルフリートがそう声をかけた。

「えぇ、その際はよろしくお願いします」

　心配されているのだろうなと思う。

　それがなんだか擽くすぐったいような切ないような気持ちにさせられた。












　あれほどの騒ぎを引き起こした婚約解消問題は、予想外の着地点をみせた。

　長兄が、国王に奏上した王太子の不適切発言が波紋を呼んだのだ。調べてみれば、次々と出てくる情報漏洩に、王太子の周囲のものたちは頭を抱えているという。

　その当の本人であるレオンハルトに限っては、私室に蟄居ちっきょを命じられている。

　隣国ポポラートの王女に、いわゆるハニートラップを仕掛けられ、鼻の下を伸ばしたままペラペラと重要事項を話してしまったと言うのだ。

　ポポラートとは、現在彼の国で産出された魔石の輸入について交渉中だ。近年、国境となっている山脈のポポラート側から、魔石鉱山が発見されたのだ。

　魔石とは、魔素を含んだ石のことで、空気中の魔素が薄い場所でも魔法を使うことができるようになる代物だ。国内でも比較的魔素の濃度が高い地域で産出され、大きな魔法を使う者たちにとっては欠かせないものであった。

　魔法を使わないポポラートにとっては、ただの石くず同然の代物であるが、アルヴァートに輸出すれば大きな利益を生む。それもあって、水面下では両国間の激しい攻防が繰り広げられていたのだ。

　そこにきて、自国の王太子による情報流出。問題にならないはずがない。

　加えて、聖女の娘である辺境伯令嬢アマーリエとの婚約解消問題だ。先代国王と現国王が、どれほど聖女に罵倒されようとも脅されようとも断固として取り決めの盛り込みを要求し、実現させた婚約を反故ほごにしたのだ。ことの事態を重く見る高位貴族からは白い目を向けられ、事情を知らない低位の貴族は、遠巻きに静観している者がほとんどだ。

　今や王太子を支持するものは誰もいない。

　次の王太子には、誰が立てられるのか。その婚約者は、どの家から選ばれるのか。そんな噂で持ち切りだ。

　継承権を持つのは、王太子だけではない。王家直系の男子は、レオンハルトしかいないが、傍系には継承権も持つ者が数多いる。その中から王家に養子として迎え入れ、聖女の娘を再び婚約者に据えるのではないか……というのが、最も有力な説であった。

　聖女の血筋は、どんな家柄の令嬢にも勝るものだ。聖女の血筋が貴族家に流れれば、それを悪用される可能性もある。だからこそ、聖女の血は、正しく王家に管理されるべきなのだと。

　聞きたくなくとも自然とそんな噂は耳に入って来るものだ。

　アルヴァートの王妃は、城のそこかしこで囁かれるそんな噂話に、手にしていた扇を苛立ち紛れに床に叩きつけた。

「どうして……ッ!!」

　彼女は、王妃だ。それも、この国唯一の王妃。

　神秘の国アルヴァートは、国王であっても一夫一妻。彼女の生国とは異なり、側妃なんてものは存在しない。もちろん、過去には愛妾と呼ばれる妾が存在する時もあったようだが、愛妾の子供に継承権はない。それに、彼女の夫には愛妾と呼ばれる存在は今も昔も存在していない。

　つまり、王妃の息子―――レオンハルトが、王太子にそしてゆくゆくは夫の跡を継いでこの国の王になるのは、当然だと思っていたのだ。しかし、今その当然が崩れようとしていた。

　事の発端は、先日の新年を祝う夜会。

　今年は、レオンハルトのいけ好かない婚約者が社交デビューを迎える年でもあり、国王も含めどこか浮ついていた。それが、王妃の心を苛立たせていただけでなく、白昼堂々公の場で、いけ好かない婚約者の兄と父親が、レオンハルトが辺境伯家とその娘を侮辱したと言い掛かりをつけたのだ。

「高々辺境伯家の癖に……ッ」

　王妃は、苛立ち紛れに己の綺麗に整えられた爪を噛んだ。

「何が聖女の娘よ……ただの貴族令嬢じゃない」

　彼女にとって、『聖女』とはただの信仰対象でしかない。彼女は、この国から三つほど国を挟んだ国の王女であった。生国は、このアルヴァートとは異なり、大陸で最も信仰されているホヴォラ教を国教と定めている。よって、婚姻時に改宗こそしたものの、女神信仰に馴染みはないのだ。

「あの人も、自分が振られた癖に、まだ『聖女聖女』って、未練たらしくて気持ち悪いったらありゃしない」

　この国において、国王が王太子の時代に今は辺境伯夫人となった聖女と巡礼の旅と称して国内を旅した話は、とても有名だ。その三年後に、王太子妃として迎え入れられた彼女は、随分な扱いを受けた。

　悉ことごとく件の聖女と比較され、「聖女様が王太子妃であれば、王城ももっと住みやすくなったのに」と影に日向に囁かれる始末。そして、女だてらに剣を振り回す彼女を「野蛮」だとこき下ろすのだ。それを、この国の王太子が望んだのにも関わらず。

　王妃の生国は、傭兵の国と度々揶揄される国だ。目立った資源もなく、傭兵を国内で育てては、彼らを貸し出して生計を立てている。元々は騎馬民族出身の国民は、体躯に恵まれ力も強かった。

　そんな国であるからこそ、王女とて幼少期から剣に体術にと武術を仕込まれた。しかし、そんな王女が、他国では常識となっているような、いわゆる王女らしい王女であるかと問われれば、答えは「否」である。

　王女と言えば、臣下たちの褒章として与えられるのがもっぱらであった。力と金がある者は、それを誇示するために女を囲う。一夫多妻というだけでなく、妾が多くいるのが当然という空気。

　もちろん、傭兵として戦いに行くのであれば戦死はつきもので、単純に子供を増やしたいという思惑もある。夫を戦で亡くした妻を養う新たな男も必要だ。

　そんな環境下だからこそ、彼女は何十人という異母兄弟に囲まれて育ったし、褒賞として臣下に嫁いでいく姉たちをずっと見続けていた。そして、いつかは自分もそうなるのだと思っていた。

　そこに降って湧いたようなアルヴァートの王太子との婚姻話。傭兵を使わないアルヴァートとの繋がりは生国にはなかったが、「逞しい血が欲しい」と言った王太子の言葉に惹かれた。

　もちろん、彼女に決定権は何もなかったが、彼女も含めて王家の皆が手放しで喜んだ。

　生国とは違い、穏やかで順風満帆な生活が送れると思っていた。

　それなのに、いざ嫁げば夫もその周りも、聖女の後ろ姿を求めるばかり。生まれた息子は、辺境で育つ聖女の娘である婚約者のために、逞しく育てろとまで言われる始末。

　聖女。聖女。聖女。聖女……すべてがそれだ。

　それでもずっと耐えてきたのは、王妃としての矜持と意地。そして、いつかは国母になるという思いからだ。

　それが、根底から覆されそうになっている今、どうして正気でなどいられようか。

「絶対に許さない……レオンハルトを王太子から外して新たな王太子に聖女の娘を迎えるなど、絶対に許してなるものですか……ッ」

　王妃は、ぎりりと音がするほど奥歯を噛み締めた。












　どこへ行っても聞こえてくるのは、不快な囀さえずりばかり。それもこれも、すべてあの噂が社交界を席巻しているからであった。

　王家からは何も音沙汰がないのにも関わらず、関係者は勝手に接触してくるのだから不思議でならない。

　それにしても、自称王位継承者の多いこと多いこと。

　茶会に招待されれば、その家の子息や関係者を紹介され、夜会に参加すれば、多くの男性に声をかけられる。

　あの騒動のために、アマーリエとレオンハルトの婚約は、『解消』ではなく『白紙撤回』という形に収まるのではないかと言われているからだ。つまり、あの取り決めは履行されていないということになり、早々に新たな婚約者が立てられるのではと思われているのである。聖女の娘である彼女を王家に取り込むのは絶対、であるならば、切り捨てられるのは王太子の方である。






　それに、レオンハルトに疑惑が持ち上がってしまった時点で、聖女の娘のイメージを損なわせるわけにはいかないと、神殿が働きかけたというのが大きい。疑惑が疑惑ではなく、正式に認められてしまえば、犯罪者となる。国家機密の情報漏洩は、大罪だ。

「ということで、非常に鬱陶しいのです」

　ばっさりとそう言い切ったアマーリエに、ヴィルフリートは、飲みかけていた茶を危うく噴き出しそうになった。

　中央神殿の告解室。

　今日も今日とてアマーリエは、ここでヴィルフリートを相手に愚痴をこぼしていた。今日の内容は、主に一連の騒動における貴族の動きについてだ。

「……それは、災難でしたね」

　危うく零れかかった口周りを手巾で拭いたヴィルフリートは、カップを机に戻して憤るアマーリエに視線を向けた。

「災難なんてものじゃないです！　知らない人間が、さも親し気によって来るんですよ？　恐怖以外の何物でもないじゃないですか」

　アマーリエは、そう言って苛立たし気にカップの中身をあおった。

「自称継承権保持者たちが、周りをちょろちょろするものだから、女性たちの目も厳しいし……わたしが望んでこうなっているわけじゃないのに」

　ぽつりと漏らした言葉に、ヴィルフリートは、おやと眉を上げた。

　ヴィルフリートも、アマーリエが苦境に立たされていることは、他の神官たちから耳にしていた。それもこれも、噂が独り歩きしたために、どこかで歪曲わいきょくされて「聖女の娘に選ばれたものが、次代の王となる」とまことしやかに囁かれているからだ。

「悪いのは、騒動を起こした彼の方と、当てにならない噂に惑わされる令息たちでしょうに」

「彼女たちには、わたしが令息たちを手玉に取って弄んでいるように見えるらしいわ」

「……そんな失礼な物言いがありましょうか」

　不快だと言わんばかりに顔を顰めたヴィルフリートに、アマーリエが小さく笑う。

「彼女たちの気持ちもわからなくはないんですけどね。婚約者や恋人が、掌を返して別の女性を口説きだしたら、その相手を恨めしく思うもの」

「そうだとしても、悪いのはその令息であって、アマーリエ様ではありません」

　きっぱりと言い切ったヴィルフリートに、アマーリエは嬉しそうに笑った。

「ヴィルフリート先生だったら、きっと心変わりなんてしないのでしょうね」

「どうでしょう？　わたしの心は、既に女神さまに捧げてしまいましたから」

　神官は、女神の僕しもべ。婚約者も恋人もいなければ、権力もない。あるのは、神殿内の序列だけ。その序列ですら、どれほど女神に仕えているかという信心深さで決まるのだ。

　神官の制約が、彼らをそうさせていると言われているが、本当のところはわからない。

「……女神様に、妬けてしまうわね」

「……神官相手に何を仰るやら。あなたは、その女神様の愛し子であり、息吹そのものでもある」

　つまりは、彼ら神官にとっての信仰対象でしかない。

　アマーリエは、はぁっと小さく溜息を吐いた。

「ヴィルフリート先生が、もし女神様以外に目を向けたのならば、わたしも彼女たちと同じようにその相手に辛く当たってしまいそうだわ」

















第二章　聖女の娘、新たな婚約者に驚く












　アマーリエの王都での一日は、非常に忙しい。

　早朝に起きだして、家族と共に朝食を済ませると、中央神殿より迎えの馬車がやって来る。神殿騎士に警護されて中央神殿に向かった後は、神殿にて朝の礼拝に参加する。それから、高位神官たちに交じって、神殿に併設された治療院にて、魔症に罹かかった患者の治療を行う。

　といっても、王都の重症患者はそれほど多くはない。その大半が、王宮魔法士や騎士団だ。ごく稀に、街の魔道具修復士がいることもあるが、それも少数。重症度で言えば、辺境の方がずっと多かった。

　魔症は、その名の通り体内に残滓が溜まり、上手く魔法が使えなくなる病だ。ある者は、魔法が全く発動しなくなり、またある者は、魔法をコントロールできずに暴発させる。ひどいと、体が動かなくなる者までいる。症状は様々で、治すには聖魔法しか手段がない。

　発症する原因は、多くの魔法を使うこと。つまり、魔法を使うことで、消費した魔素の残滓が体内に蓄積されて、それが体に害を齎もたらすのだ。

　そんな理由のため、魔法を多く、そしてより大きな魔法を使うものは発症率が高く、王都内よりも辺境地の方が、重症患者が増えることは必然だ。

　その一方で、王都の魔症患者は、軽度の者がほとんどだ。その理由は、重症化する前に神殿の治療院にかかることができることと、圧倒的な人口の違い。聖魔法が使える高位神官の数も、地方に比べれば桁違いに多いのである。

　患者の手を取って、そこから聖魔法を流し込む。治療と言っても、何かを治すわけではない。直接流し込むことで、体内に蓄積された残滓を体外に排出させるのだ。

「はい、いいですよ。違和感はありませんか？」

　アマーリエが手を離せば、目の前の男は己の右手を握ったり開いたりと繰り返す。

「大丈夫です。神官様、ありがとうございます」

　どこかほっとした表情で礼を述べるのは、右手が思うように動かなくなったという騎士であった。数日前から違和感を覚えるようになり、今朝ついに剣が握れなくなったのだと治療院にやってきた。

「それにしても凄いですね！　痛みも感じず、こんな短時間で終わるのは初めてです」

　どこか興奮しながら語る彼に、アマーリエは神官のローブの中から小さく苦笑を漏らす。

「それは、よかったです。でも、あまり無理はなさらないようにしてください。何度も魔症に罹るのは、好ましくありませんよ？」

「こればかりは、仕事柄どうしてもね。でも、おかげで怪我か魔症かの区別はつくようになりました！」

　からりと笑って見せた彼の悪びれる様子もない姿に、アマーリエは神官ローブの奥で苦笑を深めた。

　そんな感じで、患者を診ること十数人。軽度の患者を診ることなど、日ごろ辺境で暮らすアマーリエにとっては難しいことではない。

　重症患者が痛みでのた打ち回るのを無理やり押さえつけて、聖魔法を流し込むことがどれほど大変か。痛みもなく早く治療が終わるのは、症状が軽い証拠だ。

　午後からは、神殿の薬草園を手伝ったり、治療院に来ることもできない重症患者の往診に付き添ったり、と様々だ。時折断れない相手からの茶会に呼ばれることもあるが、それ以外の社交は大抵お断り一択である。

　夕方からは、告解室に押しかけてヴィルフリート相手に愚痴をこぼすのが日課であったのだが、最近はできていない。というのも、当のヴィルフリート本人が、総本山の大神殿に呼ばれてしまったからである。

　それゆえに、アマーリエはどこか未消化な思いを抱えながらも、また神殿騎士たちに守られて、王都の辺境伯家のタウンハウスへと帰宅した。

「アマーリエ……」

　どこか気まずげに父に名を呼ばれて、アマーリエは手にしていたカトラリーを置いて顔を上げた。

「どうかなさいました？」

　僅かに首を傾げて問いかけたアマーリエに、父が視線を彷徨わせた。そんな父の反応に、母と長兄が、訝し気な視線を向ける。

「城から呼出しがあった」

「王城？　王太子殿下の件でしょうか」

「おそらく。それと、今後についての話もされるだろう」

「今後……とは、アマーリエの婚約者について、ということでしょうか？」

　長兄の問いかけに、父が頷いた。

「アマーリエは、我が家の子供たちの中で、ノリコの、聖女の血と力を継ぐ唯一の娘だ。」

「だからこそ、王家はアマーリエを手放さないと言うのですか？」

　王家としては、何としても聖女の娘を取り込みたいということだろう。

「さいってい……！」

　母が、忌々し気に舌打ちする。共に巡礼の旅を回ったためなのか、母は時々こうして国王に気安い。それが、聖女という立場ゆえなのか、それとも本来の彼女の資質であるのかは難しいところだ。

「クリストフ、そなたも来るようにとのことだ」

「わたしもですか？」

　訝し気な表情で問いかけた長兄に、父がため息交じりに首肯した。

「決闘についての話があるようだ」

「許可がいただけると？」

「さぁな。聞くところによれば、王太子はそれどころではないようだが」

「でしょうね。あの場であのような軽はずみな発言をしていたのです。あれだけで済んでいるとは到底思えません」

　それには父も同意するのか、深いため息を吐く。

「……潮時なのかもしれんな」

「今さらですよ、ヴォルフ」

　ふんっと鼻を鳴らした母に、父はさらに溜息を重ねた。自由に生きる母と苦労症な父。いつもの辺境伯家の構図である。






　豪華絢爛けんらん。

　まさにその表現がぴったりな部屋。ここが、彼の有名な謁見の間なのかと思えば、ただの国王の個人的な応接室だと言う。

　正面には、国王が座る。

「クレストル辺境伯、よくぞ参った」

「お呼びと伺い、参上いたしました」

　最上位の礼を取った父に倣ならって、アマーリエも深く膝を折る。もちろん、隣に立つ長兄も同様だ。

「あぁ、よい。楽にしてくれ。クリストフとアマーリエもよく来てくれた」

　軽く手を振ってそれを制した国王は、彼らに座るように席を勧めた。

「……して、聖女は今日はどうした」

　今この場にいるのは、父と長兄とアマーリエだけ。母は、欠席である。

「……妻は、体調が悪いので、本日は休ませております」

　悪いのは体調ではなく、虫の居所だが、正直に言えるわけもない。

「……そうか、それは仕方がないな」

　国王も、両親とは長い付き合いだ。表向きの言葉から裏を読み取ったのだろう。その顔色は、どことなく悪い。もちろん、正確に読み取ったのは国王だけではない。宰相は、顔を引きつらせ、神官長は「聖女様らしい」と朗らかに笑った。

「そなたたちを呼び出したのは、他でもない。先日の新年を祝う会の件だ」

　咳払いをひとつして話し始めた国王の言葉を、宰相が引き継いだ。






「まずは、王太子殿下とクレストル辺境伯令嬢の婚約についてだが、正式に白紙撤回としようと思う」

　白紙撤回。つまり、最初からなかったということだ。

「謹んで、お受けいたします」

　アマーリエが、首肯すれば、国王がうむとひとつ頷いて見せた。

「次に、レオンハルトとの決闘だが、これについては許可できない」

　国王の言葉に、長兄が僅かに顔を顰めた。

「……それは、なぜでしょう？」

「あれは、廃嫡しドミナーム牢獄に幽閉する」

　厳しい表情で、国王が苦々しくそう述べた。

　ドミナーム牢獄は、国の北にあるドミナーム山の麓にある牢獄だ。一年の半分以上を雪に閉ざされた自然の牢獄である。国内で唯一女神の恩寵である魔素がほぼないため、魔石を用いなければ魔法を使うことができない土地でもある。

　ここは、一般的な牢獄に入れることができない者を収容する場所。

　死刑にすることはできないが、色々と知りすぎているために、野放しにはできない者たち。つまり、貴族や王族の犯罪者を幽閉する場所。

「レオンハルト殿下に関しましては、ポポラートの王女殿下を通じて情報漏洩の事実が確認できました。これによる被害総額は甚大で、今後さらに増えることが予想されています」

　国王の言葉を補足するように、宰相が述べる。こちらの表情もまた優れない。どことなくやつれた様に見えるのは気のせいではないだろう。

　つまりは、長兄の予想が的中したということだ。

　一見厳しすぎる対応である気もするが、レオンハルトは王太子という立場上、多くのことを知っている。単純に廃嫡し継承権を返上させたとしても、野放しにはできないということなのだろう。

　つまりは、これで手を打てということであった。

　王家が王太子という駒を捨てた。それが、王家としての誠意ということなのだろう。でもそれならば、王太子有責の婚約解消にしてほしいものである。そうすれば、取り決めは履行されたことになるはずなのに……聖女の娘であるアマーリエを手放したくないということだろうか。

「アマーリエへの王太子の失言、あれに代わって深く謝罪する」

　国王が、アマーリエを真っすぐ見つめて謝罪の言葉を口にした。国王がこうして公の場で謝罪を口にするのは、異例のことだ。アマーリエの隣で、長兄がギリリと歯噛みする音が聞こえた。

「……謝罪を受け入れます」

　それ以外に、何と答えることができようか。

「そこでだ。レオンハルトを廃嫡するにあたって、新たな王太子を立てることになった。アマーリエには、新たに彼と婚約を結んでもらいたい。彼の者を、こちらへ」

　国王が、奥の扉前に立つ侍従に声をかけると、彼がその扉を開けた。そして、その奥から一人の青年が姿を現した。それは、アマーリエのよく知る人であった。しかし、いつも身を包んでいる上級神官の証である神官服とは異なり、まるで貴族の子弟のような姿をしていた。

　鮮やかな銀色の長い髪は、短くなっており、あまりの美しさにアマーリエは思わず息を呑んだ。

「……ヴィルフリート先生」

　そんな小さなアマーリエの呟きが、彼の耳に届くはずなどないのにも関わらず、ヴィルフリートの碧い瞳がアマーリエを捉えた。

「ヴィルフリートは、わたしの年の離れた弟だ。ずっと神殿預かりになっていたがね。アマーリエは、ヴィルフリートと親しいと聞いた。見知らぬ者よりも良いかと思ってな」

「陛下、王弟殿下は継承権を放棄して神殿入りしたはずでは？」

「もちろんだ。だが、アマーリエのためならばと、神官長もヴィルフリートも還俗げんぞくして再度継承権を与えることに異論はないと」

　そのために、今この場に神官長が来ていると言われれば、父とてそれ以上は何も言えないのか、苦渋の表情で口を閉じた。

「アマーリエが、どうしてもヴィルフリートで嫌だと言うのであれば他の候補者も考えよう。その場合は、議会を通じて候補者を選定し、見合いという形になるだろうがね」

「……何としてでも、アマーリエを王太子妃に据えるおつもりですか」

「もちろんだとも。それが、アマーリエにとっても最もいい判断であることは、辺境伯そなたもわかっているであろう？」

「……」

「聖女の娘を手に入れたいと望む家は少なくない。もちろん、それは国内貴族だけに留まらず、他国とて似たようなものだ。聖女やその娘は、わが国にとって命綱。失えば、その被害は計り知れない」

　聖女や聖女の娘を亡き者にすることで、国の弱体化を狙う国が今後現れないとも限らない。また、自由に婚姻を結ばせれば、聖女の血筋の娘や力を私欲のために使おうとする家も出てくるかもしれない。

「辺境伯家のように、すべての家が真っ当な考え方をするわけではない」

　クレストル辺境伯家は、母やアマーリエの力の行使は、すべて神殿に任せている。もちろん、聖女とその娘が辺境伯領に住んでいる以上、他の地に比べて残滓の量は驚くほど少ない。

　しかし、その一方で聖女やその娘を誘拐しようという者は、少なくない。それだけ、その力に価値があるからだ。

　辺境伯家であるからこそ、潤沢に護衛を準備することができるが、力のない家であればそれも難しくなる。だからこそ、聖女の血筋は王家で国として管理するべきだというのが、王家の言い分だ。

「聖女ノリコとそなたの婚姻が認められたのは、ひとえにクレストル辺境伯家への信頼と次代は王家にとの取り決めがあったからだ。聖女の力をそなたの息子で補えるなど、そんな浅はかな考えを持つのはレオンハルトだけだ」

　どうして、あんな思考に育ってしまったのかと、国王が嘆く。

　次兄が、レオンハルトの護衛騎士であるから、王都の浄化はされる。それが、彼の言い分であった。そのことを言いたいのだろう。

「王家に聖女の娘を迎え入れるのは、王都の浄化のためではない。無用な争いを避け、女神の恩寵に報いることがすべて。父として冷たい様に聞こえるかもしれないが、王太子の代わりなどいくらでもいるが、聖女の娘はそなただけだ」

　聖女の息子である兄たちは、自分の身は自分で守れるうえに、その力が遺伝するわけでもない。となれば、保護されるべきはアマーリエだけだということなのだ。

「無理を強いている……ということは、理解しているが、受け入れてもらえないだろうか？」

　国王の碧眼が、真っすぐにアマーリエを見つめる。

　国王という、この国で最も権力のある人が、こうして一貴族の娘でしかないアマーリエに頼むということが、どれほど異例なことであるのかを知らない彼女ではない。ちらりと国王の横に立つヴィルフリートに目を向ければ、同じ色の瞳がアマーリエを真っすぐに見つめていた。

　婚約者が、ヴィルフリートであればと何度思ったことだろう。

　優しく、穏やかで、博識で。

　いつだって、アマーリエのことを気にかけてくれていた人。

　どれだけアマーリエが愚痴ろうと、暴言を吐こうと、困ったような表情で話を聞いてくれた人。

　兄のようで、兄とも違う特別な人。

　そして、決して手に入らないと思っていた人。

　神官は、妻帯しない。それは、神官長とて例外はない。ヴィルフリートが神官である以上は、彼と婚姻することはあり得ないことだった。誰のものでもない女神のもの。

　そして、神官は余程のことがなければ還俗などできない。そういう誓いを立てて神殿に身を寄せるのだから当然だ。

　だから、アマーリエの密かな願いはかなわないはずだったのだ。

　色々なことが目まぐるしく起こっていて、アマーリエの頭は混乱していた。

　父や長兄に視線を向ければ、二人とも困ったように眉を下げる。それもそうだろう、どうせならヴィルフリートが良かったと散々昔から言ってきたのだ。彼女の思いを彼らが知らぬはずがない。

　ただ、それを単純に喜べるはずもないのだ。

　それでも、アマーリエの思いはひとつだけ。






（レオンハルトよりも断然いい！　っていうか、得しかない!!）






　あんな見掛け倒しの筋肉にしか興味のないレオンハルトよりも、ずっとヴィルフリートの方がいい。むしろ比べるのも烏滸おこがましいくらいだ。

　そもそも、母親が筋肉が好きだから娘も好きだろうと考えるのが短絡思考なのだ。

　アマーリエは、屈強な男性よりも繊細な美しさを持つ男性が好きだ。筋肉自慢の男など、辺境にごろごろとしているのだ。見飽きたと言ってもいい。

　それよりも、ヴィルフリートの神官としての儚げな容姿が、細く長く美しい手が、キラキラと輝く銀色の長い髪が好きだった。

「……王弟殿下は、それでよろしいのですか？」

　とはいえ、彼が元の身分に戻るのであれば、今までのように親し気に接することはできない。

「アマーリエ様、どうぞ今までのようにヴィルフリートと」

　ヴィルフリートの碧い瞳が、少しだけ緩められる。先ほどまでの硬質な表情とは変わって、いつものヴィルフリートを見ているようで、アマーリエは内心ほっと安堵の息を漏らす。

「ヴィルフリート、様にご不満はないのですか？」

「ありませんよ。このお話をいただいた時も、アマーリエ様のお力になれるのならとお受けしました」

　いつものようににっこりと微笑まれて、アマーリエはすんっと冷静になる。

　彼は、たとえ還俗したとしてもその心根は神官のままなのだと。ヴィルフリートの言葉を正確に言い換えるのならば、『聖女の娘であるアマーリエが困っていて、その力になれるのであれば、それは女神の意思である。それならば断わるはずもない』というところであろうか。

「王位継承者たちの態度に、随分と悩まされていたでしょう？」

「……覚えて、いらしたのですか？」

「あれほど毎日のように繰り返されれば……」

　そう言って、ヴィルフリートが苦笑を漏らす。

　たしかに、彼の言う通り告解室に足繁く通っていたアマーリエである。ヴィルフリートとは旧知の仲であるし、アマーリエの案内される部屋は決まって彼の部屋へ繋がる場所であった。

　そして、それをいいことに毎日のように通っていたのだ。

「わたしであれば、何の柵しがらみもありません。当然ながら婚約者もおりませんから、あなたに酷い言葉を言うものもおりませんよ」

「……女神様が、お怒りになるかもしれませんよ？」

　これもまた、アマーリエの愚痴を憶えていたのだろう。嬉しいと思う反面、ちょっとしたいじけた気持ちも沸き起こる。あの時、ヴィルフリートは、女神に心を捧げたと言ったのだから、乙女心はちょっぴり傷ついたのだ。

「女神さまは、心優しい方です。それに、他ならぬ、あなたのためだ。わたしの心変わりもきっと受け入れてくださいますよ。それに、信仰心はこれからもずっと続くのですから。そうでしょう？」

　そんなアマーリエの淀んだ気持ちもさらりと流して、ヴィルフリートが微笑んだ。






　―――　他ならぬ、あなたのため　―――






　何という殺し文句だろうか。たとえ、その言葉に他意がない―――ただ聖女の娘だからという意味であったとしても、ヴィルフリートに言われれば悪い気はしないものだ。

　アマーリエは、嬉しい気持ちを抑えるように溜息を吐くと、真っすぐにヴィルフリートを見つめた。

「ヴィルフリート様、この決断に絶対後悔しないでくださいね」

　もし、この先彼がこの決断を後悔することになれば、アマーリエは立ち直れない。

「もちろんですとも。そんなことはしませんよ」

　穏やかに微笑んで見せたヴィルフリートに、アマーリエは溜息を重ねた。

　ちらりと事の成り行きを見守っていたであろう父と長兄を振り返れば、こちらもまた溜息交じりに首肯するのが見えた。兄に関して言えば、今にも歯ぎしりしそうな表情である。

　とはいえ、彼にとってもヴィルフリートは、聖魔法の教師であるため旧知の仲だ。関係も良好であったし、未だに付き合いもある。

　となれば、長兄が怒っているのは、ヴィルフリートにというよりも、このやり方にという方が正しいだろう。

　アマーリエは、国王へと今度は視線を向けた。ヴィルフリートと同じ、碧い瞳と視線があう。

「国王陛下、このお話、謹んでお受けいたします」

「……！　そうか、受けてくれるか!!」

　喜色満面という表情で頷いた国王と、その背後で安堵の表情を浮かべる宰相。

「ただし、これきりにしてくださいませ」

　アマーリエの言葉に、二人がピシリと体を固まらせた。

「これ以上、婚約者の選定は結構です。もし、ヴィルフリート様とうまくいかなかった場合は、領内で婿を取ります」

　この言葉に、ヴィルフリートも動作を止めた。

「聖女の娘として、この力を揮ふるうこと、そして血と力を繋ぐことの義務は理解しています。そして、陛下が仰るように身も守る術が必要なことも」

　そう言って、アマーリエは言葉を切って長兄を見た。

「我が辺境伯家の次代は、ここにいる長兄です。きっと、わたしにもそして生まれてくるであろう子供にも力を貸してくれるでしょう。その先は、また改めて長兄とお話しなさってくださいな」

　有無は言わさないぞという強い意志で宣言すれば、苦渋の表情で国王が頭を振る。

「……そのようなことには、ならぬだろう。婚姻は、一年後だ。元々、その予定であったであろう」

「たしかに、そうでしたわね」

　本来であれば、アマーリエは、レオンハルトと婚約を今年結び、その一年後に婚姻という話になっていたのだ。

「それでも、約束はしてくださいね」

　にっこりと笑ってそう言えば、頭が痛いのか国王が額を押さえた。その後ろでは、胃が痛むのか、宰相が胸の下をさすっているのが見える。

「いいだろう。ただし、それはヴィルフリートに責があって解消した場合とだけ条件をつけたい」

　念を押すようにそう言われて、アマーリエは笑みを深めて頷いた。

「もちろんです！」

「……本当に、アマーリエは聖女ノリコに似て育ったな、ヴォルフ」

　どこか恨めしそうに父に視線を向けて、国王が嘆息する。

「……妻に似た、可愛い娘です」

「……そうか」

　それ以上は何も言えなかったのか、国王は深く息を吐く。

「……ヴィルフリートの立太子と二人の婚約式は、来月改めて行う。夜会を開こう」

「……畏まりました」

「……聖女も参加してくれるといいのだがな」

「……体調が、回復すれば、可能でしょう」






　残念ながら、こればかりは父に決定権はない。父は、辺境伯として国王に忠誠を誓っているが、それ以上の気持ちで母を愛し、敬う気持ちを抱いている。そんな相手である母に、父が無理を言うことなど決してないのだ。

「……体にいい茶でも届けさせよう。あぁ、聖女ノリコは、キマル諸島の未発酵茶が好きだったな」

「えぇ」






　キマル諸島という島国で生産されている茶葉は、苦みがある中にすっきりとした味わいを持つ不思議なお茶だ。母の故郷の茶の味に非常に似ていると、愛飲しているのだ。しかし、小さな島国ゆえか生産数が少なく、また交易量も多くはないために、この国では希少品という扱いである。

　辺境伯家にはキマル諸島に伝手はなく、家にある未発酵茶のすべてが王家からの下賜品だ。

「それも一緒に届けさせる。だから、何とか機嫌を直してくれと伝えてくれ」






　つまりは、賄賂である。恥も外聞もなく頼むから体面のためにも何とかしてくれと言外に言われて、父が半眼で口を噤む。

「……」

「……」

「……御意に」

　無言で見つめあうこと数秒。先に折れたのは、父の方であった。国王の懇願に負けたのか、父が溜息交じりに頷いた。












　女神を祀まつるアルヴァート正教。

　その総本山が、ここアフィヤにある大神殿だ。元々は、山の神である女神を祀る小さな祠があるだけの場所であったが、アルヴァート王国の初代国王が、この地で魔法という力を女神から授けられた場所なのだ。

　初代国王は、女神に感謝を捧げ、この地に神殿を造った。それが大神殿の始まりだ。時代を経る毎に、修道院ができ、鐘楼ができとひとつの町のようになっていった。もちろん、ヴィルフリートが学びを得た神学校もこの場所にある。

　ヴィルフリートは、勝手知ったるその場所を、一人静かに歩いていく。高位神官の姿をした彼を、止める者は当然ながら誰もいない。

　大聖堂の奥、立ち入り制限区域にある扉の前まで来れば、扉前に立つ神殿騎士が、鍵を開けて中に通してくれる。その先は、薄暗い下り階段だ。地下へと続く階段である。

　ヴィルフリートは、岩壁に灯る僅かな蝋燭の灯りを頼りに、慎重に下りていく。

　この道を、行くのも帰るのも一人だけ。

　ここは女神の産道だと言ったのは、誰だったであろうか。

　階段を下りきると、そこは少し開けた場所になる。その場所こそ、本来の祠があった場所。洞窟聖堂と呼ばれる、特別な場所。

「あぁ、来ましたか」

　洞窟の奥から、神官服を身に纏った老齢の男が現れる。黄金色のストールは、大神官の証だ。

「お待たせいたしました、神官長」

「大丈夫ですよ。女神様と対話をしていましたから」

　朗らかな笑みを浮かべた神官長が、聖殿の前をヴィルフリートに勧めた。そこにあるのは、石の台座だ。これから始めるのは、ヴィルフリートの還俗の儀式である。

　いつの間に現れたのか、神官長の後ろに銀色のストールをつけた枢機卿が二人並ぶ。

　見習い神官を正式な神官にするには、神官長自らが儀式を行い、特別な聖魔法を行使する。その反対に、還俗する場合も、同じように神官長によって特別な聖魔法を行使せねばならないのだ。

　神官は、子をなすこともできなければ、性欲もない。それは、神官として務めるにあたって、女神の慈悲と言われるが、還俗をする者はその限りではない。

「ヴィルフリート上級神官、あなたは幼少期から女神に仕え、真摯に取り組んでくれました。女神も大層お喜びです」

「ありがとうございます。わたしも、こうしてお仕えできたことを、大変光栄に思っております」

　ヴィルフリートは、甥が生まれたと同時に、神殿へと預けられた。最初はなぜと兄を恨んだものだが、神官として務めを果たしていく内に、その思いも次第に消えていった。

　神官という仕事は、ヴィルフリートにおそらく合っていたのだろう。

　ヴィルフリートの言葉に、神官長が満足げに頷いた。

「この度、ご実家の求めにより、あなたは還俗することを選びました。その気持ちに変化はありませんか？」

「ありません。女神の愛し子たる聖女様の娘であるアマーリエ様をお支えすることに、何の異論がありましょうか。それに、国を支える立場として、女神がおわすこの国を立派に守っていくことが、これからのわたしの使命だと思っております」

「よろしい。では、これからヴィルフリート上級神官の還俗式を執り行いましょう」

　満足げに頷いた神官長が、高らかに宣言する。

　二人の枢機卿が、手にした聖水をヴィルフリートに振りかけた。

　徐々に明るくなる洞窟内に、ぐわんぐわんと神官長の声が反響する。眩いばかりの光に包まれた時に、ヴィルフリートはその場で意識を手放した。

　それが長い時間であったのか、一瞬だったのか。

「ヴィルフリート王弟殿下、お目覚めください」

　神官長の声に瞼を開ければ、そこは元の薄暗い洞窟聖堂。

「さぁ、女神の産道をお行きなさい」

　何かに導かれるように、ヴィルフリートはその場からすっと立ち上がった。

「あなたの新たな未来が、素晴らしきものになりますように」

　神官長と枢機卿が、ゆっくりと階段を上り始めたヴィルフリートの背に聖水を振りかける。

　ゆっくりと背中を押されるように上った先にあるのは、扉だ。取っ手を引けば、かちりと音を立てて開錠された扉がゆっくりと開く。

　そこには、青い空が広がっていた。

















第三章　聖女の娘は婚約者に振り向いてほしい












　王宮内の『黒の間』。

　黒い大理石の装飾を随所に散りばめた重厚なホールである。その場所で、ヴィルフリートの還俗と立太子、そしてアマーリエとの婚約は恙つつがなく発表された。

　すでにレオンハルトの廃嫡と幽閉が、伝えられた後のことだ。レオンハルトの幽閉先については、これ以上の情報漏洩を防ぐためにと周知されてはいない。彼がすでにドミナームに旅立った後だと知っているのは、貴族議会の議員たちとアマーリエたちだけ。

　とはいえ、表立った反発は何もない。

　ヴィルフリートは、神殿預かりとなっていたとはいえ王弟で、それも国王とは同母を持つ兄弟である。継承順位で言えば、元々レオンハルトを除けば最も高い人物であったのだ。そして、それを危惧して神殿へと出されたと言うのも暗黙の了解だ。

　加えて、神官時代はアマーリエの聖魔法の教師であったとまで言われれば、順当な判断だと言えるのだろう。唯一この決定に反対したのは、レオンハルトの母である王妃だけだったと言う。それを体現するためなのか、王妃はこの夜会は欠席だ。表向きは体調不良ということになっているが、実のところはボイコットだ。

　少しでも新たな王太子と親しくなろうと、代わる代わる貴族たちが挨拶に訪れる。そんな彼らに連れられて挨拶に訪れた令嬢たちは、美麗な王太子を前にして、何人もが頬を染めた。

「疲れましたか？」

　にっこりと笑顔を張り付けたまま、そんな令嬢たちに敵意をビシバシと送っていれば、どこか心配そうにヴィルフリートがアマーリエを覗き込んだ。

「いえ、大丈夫です」

　ヴィルフリートに好意を向ける女性を無言で蹴散らしていたなどと言えるはずもなく、大丈夫だと首を振ったアマーリエに、ヴィルフリートが眉を下げた。

「そう言って、あなたはいつも無理をされるから……」

　すっと大きな掌が、アマーリエの額に添えられた。

「……大丈夫ですのに。でも、会場の熱気に少し当てられたかもしれません」

「それはいけない。少し、風に当たりに行きましょう」

　アマーリエの手を取ると、周囲の人たちに一言二言詫びて、ヴィルフリートがテラスへと歩みを進める。

「お話は、良かったのですか？」

　今夜は、ヴィルフリートのお披露目の場でもある。主役である彼が、こうして席を外してもいいのか。

「大丈夫ですよ。機会はこれからいくらでもあるのですから」

　ガラス張りの扉を開けると、ふわりと涼しい風が吹き抜ける。

「何か飲み物をお持ちしましょうか？」

「大丈夫です」

　本当に熱気に当てられたわけではない。ただ、少しだけ令嬢たちからヴィルフリートを引き離したかっただけ。

　テラスの下に広がるのは、薔薇の庭園。ライトアップをされたその庭は、とても幻想的で美しい。

「王宮での生活には、慣れましたか？」

　ヴィルフリートは、還俗してからというもの、王宮に部屋を与えられている。そこで、急ぎ足で王族教育を施されているという。

　彼が、王宮を出て神殿に入ったのは九歳の時。それから、既に十九年という月日が流れている。

「そうですね。まだ、当時の使用人たちも幸い残っていましたから」

「そうなんですね」

「皆一様に年を重ねていましたが、覚えていてもらえるのは嬉しいものですね」

　そう言ってにっこり笑ったヴィルフリートに、アマーリエは安堵の息を漏らした。気心の知れた人が傍にいるということは、ヴィルフリートにとって心強いことだろう。

「こうして正式に婚約者として発表されたので、来月からは王宮に通うことになります」

　アマーリエの王族教育も始まることになる。

　辺境伯家も王宮近くにタウンハウスを持っているため、そこからの通いにはなるが、準王族という扱いになるのだ。

「忙しくなりそうですね。あまり、無理をしてはいけませんよ」

「無理をするつもりはありませんが、ヴィルフリート様に今までのように頻繁にお会いできないのが残念です」

「……あなたは、足繁く告解室に通っていましたからね」

「女神さまに、懺悔することが多いのです……それに、堂々とヴィルフリート様にお会いするには、あの場所が最適でしたから」

　アマーリエが、そう素直に白状すれば、ヴィルフリートが困ったような表情で眉を下げる。

「あなたは、聖女ノリコ様の娘でいらっしゃるのですから、堂々といらして構いませんでしたのに……」

「聖女の娘だからといって、特別扱いはいけませんよ」

「……そうでしょうか」

「そうです！　だって、聖女の娘として会いに行っても、ヴィルフリート様は神官として対応されたでしょう？」

「元々わたしは神官でしたから。それに、告解室を訪れる信者の方にも、神官として対応しているのですから同じでしょう？」

「まさか！　わたしが、聖女の娘としてヴィルフリート様を訪ねたら、きっとあの部屋には入れてくれませんでしたでしょう？」

「それは……そうでしょうね。あの部屋は、告解室ですから」

「それでは、意味がありませんもの」

「どういうことでしょう？」

「だって、わたしが聖女の娘として訪ねたら、応接室とかに通されることになるでしょう？」

「そうでしょうね」

「そして、神官様は仕事の手を止めて、その応接室にやって来るんですよね？」

「……そうでしょうね」

「それから、きっと大神官様とかもいらっしゃったりするでしょう？」

「……おそらく」

「それでは、意味がないんです！　だって、わたしはヴィルフリート上級神官様とお話ししたくて行っていたんですもの」

「……すみません。違いがよくわからないのですが」

　困惑した表情のヴィルフリートに、アマーリエは小さく笑う。

「こういうの、『推し』って言うんですって。侍女のメアリーが言っていました」

「『推し』……ですか？」

「そうです。何でも手の届かない憧れの人？　みたいな感じらしいのですが」

「はぁ……」

「ほら、神官様って妻帯どころか恋人も作らないでしょう？」

「……教義でそのように決まっていますからね」

「だからこそ、麗しい神官様を遠目から眺めて、きゃあきゃあするのが流行っているんですって」

「……きゃあきゃあ」

「お布施は、課金らしいですよ？」

「……初めて聞きました」

「初めて言いましたから」

　にっこりと笑ってそう告げれば、ヴィルフリートが困ったように微笑んだ。

「でも、その『推し』と婚約までできたなんて、わたしは幸せですね」

「……あなたも、きゃあきゃあするのですか？」

　ひどく真面目な表情でそう問いかけられて、アマーリエはぎょっと目を見開いた。

「あ、ヴィルフリート様？」

「いえ、今のは失言でした。忘れてください」

　ヴィルフリートが、顔を手で覆って視線を逸らす。

「え、はい……その、大丈夫ですか？」

　いつにないヴィルフリートの反応に、アマーリエは僅かに困惑する。思わず差し伸べた手は、さっと振り払われた。

「……ヴィルフリート、様？」

「……大丈夫です。……少し取り乱しただけですから」

　二人の間に、微妙な空気が流れる。

　何が問題だったのか、ヴィルフリートがアマーリエの手を振り払うのは、初めてだ。

「……そろそろ、戻りますか？」

「……えぇ、そうします」

　すっと差し出された手を取れば、先ほどのことなど何もなかったかのようにスマートにエスコートされる。

　それでも、心のどこかに棘が刺さったような気持ちは、消えなかった。












「……やってしまった」

　皺が付くのも気にしないで、ヴィルフリートは、どさりと勢いよく長椅子に倒れこんだ。

「ヴィルフリート様！　あなた、何やっているんですか!!　せめて上着！　上着くらい脱いでくださいよ!!」

　そんな様子のヴィルフリートに、侍従のエドウィンが慌てる。

　エドウィンは、ヴィルフリートが幼い頃から彼に仕えている気心の知れた相手である。代々王族に仕える古い一族の出身であり、物心がつく頃には既に傍にいた。

　ヴィルフリートと共に神殿入りし、傍仕えとして身の回りの世話をしてくれたのもエドウィンだ。

　乱雑に上着を脱がされて、ヴィルフリートは、じろりと恨めし気にエドウィンを見上げた。

「お前は、わたしと上着とどっちが大切なんだ。この薄情者め」

「それならば言わせていただきますが、その皺になった上着を手入れするのは誰だと思っているんですかね。神官時代は、神官服の皺にあれほど気を遣っていたというのに……どんな体たらくですか」

　あっさりと反論されて、ヴィルフリートは言葉を詰まらせた。

　言われてみればその通りで、神官時代は神官服の皺などもってのほかだった。たえず気を遣い細心の注意を払っていたはずだった。同じものが何枚もあるのにも関わらずである。

「もう、神官ではないからな」

「どんな暴君ですか、それ。女神様がお聞きになったらさぞや嘆かれることでしょうね」

「……女神様の御心を煩わせてはいけない」

　ヴィルフリートの言葉に、エドウィンがおやっと意外そうな顔をする。

「てっきり還俗して以来、信仰心が薄くなったのかと思っていたのですが……そうでもないのですね」

「信仰心が薄くなったなど、恐れ多い。ただ、神官でなくなったことで、心持ちが変わっただけのことだ」

　あれ程慕わしいと思っていた女神であったはずなのに、今ではあれほどの気持ちは不思議と湧き上がってこない。もちろん、未だに女神の息吹のみならず、その存在すらも感じ取ることができる。しかし、絶対的であったはずのそれが、そうではなくなった。

　そう、他にも大切なものが、できたのだ。

「あー……はいはい。晴れて、アマーリエ様が正式に婚約者となりましたもんね。おめでとうございます」

「な……ッ、アマーリエ様は関係ないだろうッ」

「いやいやいや……何を仰るやら。この部屋を出る前は、皺がないか、乱れてはいないか、見苦しいところはないかと煩いほど気にされていたのは、アマーリエ様のためでしょうに」

「いや、それは王族として……」

「あなた、王子の時だって自由にしていたじゃないですか」

　ばっさりと言い切られて、ヴィルフリートは言葉を詰まらせた。

　基本的に、ヴィルフリートは自由な人間だ。

　生まれた時から年の離れた末子の王子として自由に……どちらかと言えば放置されて育ってきた。

　何も期待されず、いずれは継承争いの火種とならぬように神殿入りを決められた王子。もちろん、王族から神殿入りさせるのは、女神との古の盟約ゆえのものでもあるのだから、末子がその役目を与えられるのは当然とも言える。

　だからこそ、真面目に王族教育を受けることもなく、好きなことに没頭して生きてきた。公的な場に呼ばれることもほとんどなければ、役目を与えられることもない。

　ただひたすらに、長兄である王太子が妻帯し、子をなす時を待っていたのだ。

　それゆえに、聖女が現れたと王宮内が騒ぎになった時も、聖女が王太子を袖にして辺境伯子息に嫁いだ時も、気にしたことすらなかった。

　初めて聖女という存在を認識したのは、彼女が娘の洗礼式のために大神殿を訪れた時。神官見習いとして大神殿に出入りしていたヴィルフリートは、そこで初めて女神の啓示を受けたような気がした。

　それほどまでに、聖女の腕の中の赤子は、光り輝いて見えたのだ。

　それからヴィルフリートは、アマーリエのためだけに生きている。

　聖女の娘としていずれ活動することになるであろう彼女の役に立てるようにと、最短で神官になるべく努力した。そして、その努力は実を結び、アマーリエを含む聖女の子供たちの聖魔法の教師となることができた。それだけでなく、彼女の傍で巡礼の旅に帯同することさえ許される身となった。

　ヴィルフリートにとって、アマーリエは庇護するべき対象で、崇めるべき存在であった。彼女のためならば、その身を差し出してもいいと思うほどに……。

「……アマーリエ様に、恥をかかせるわけにはいかないだろう」

　ヴィルフリートは、そう言って顔を顰めた。そんな彼に、エドウィンが溜息を吐いた。

「そこまでいくと……むしろ気持ち悪いですね」

「……気持ち悪いか？」

　そう言われてしまえば、否定できないのも事実である。神殿という閉鎖された空間においては、どちらかと言えばヴィルフリートのような考え方の者が大多数だった。

　聖女やその子供たちは、崇拝の対象で、彼らのために尽くすのは神官の喜びでもあったからだ。それが、社会全体から見て一般的でないことは、ヴィルフリートとて知っている。

「それで、何があったんです？」

　どこか投げやりで不遜な態度のエドウィンが、この時ばかりはありがたい。

「……失言をしてしまった」

「失言？　一体、何を言ったのです？」

「……アマーリエ様も、きゃあきゃあするのかと」

「きゃあきゃあ？」

　訝し気な表情で繰り返したエドウィンに、ヴィルフリートは顔を手で覆ってその場に座り込んだ。

「アマーリエ様が、『推し』だと……」

「あぁ、聖女様が広めたと言われている言葉ですか」

「……そうなのか？」

「えぇ、なんでも浄化の旅の最中に、護衛として付き従った王国騎士団の隊長をそう呼んだのが始まりだとか。なんでも、聖女様のお国の言葉らしいですよ」

「……随分と詳しいのだな」

「結構有名な話ですけどね。その『推し』という言葉が広まって、お気に入りの神官を見つけてはお布施をするのが流行ったようですし。そのおかげで、随分と神殿も潤ったとか」

　どこかで聞いたような話に、ヴィルフリートはさらに頭を抱えた。

「あぁ、そういえばアマーリエ様も随分と熱心に告解室に通っていらっしゃいましたね」

「……」

「あぁ、アマーリエ様に、『推し』だと言われたのですか」

　あっさりとそう言い切られて、ヴィルフリートは脱力して長椅子に突っ伏した。

「でも、そんなの今さらじゃないですか？　アマーリエ様が、ヴィルフリート様に懐いていらっしゃるのは昔からですし」

「お前……懐くなどと何と失礼なことを……」

「……いや、僕神官じゃないんで」

　そう言われてしまえば、ヴィルフリートに返す言葉はない。エドウィンは、あくまでもヴィルフリートの従者でしかないのだ。彼に神殿の教義は当てはまらないし、聖女やその子供たちに対する考え方も、一般人の中では神官に対するものとさほど変わりはない。

「つまりヴィルフリート様は、アマーリエ様に『推し』だと言われて舞い上がったということですね」

「……ッ」

　図星を指されれば、それに返す言葉はない。そんなヴィルフリートの態度に、エドウィンは半眼で嘆息した。

「全く、今さら何を言っているんですか。アマーリエ様は、以前から好意を隠しもしてなかったでしょうに。婚約者になったからと、何でいきなり意識しちゃうんですかね」

「……」

「婚約者の話を受けた時は、あれほど冷静でしたのに……まるで初恋にでも落ちたかのように一喜一憂して……ってヴィルフリート様、マジですか？」

　エドウィンが、ヴィルフリートを見てぎょっと瞠目する。それは、彼の顔が、真っ赤に染まっていたからだ。

「ちょ……いきなりどうしちゃったんですか!?　二十八にもなって初恋って嘘でしょう!?　相手は、十も下なんですよ！」

「いや……その……」

「今まで何ともなかったじゃないですか！　どうしてここにきていきなり……」

「いや……何だかおかしいんだ」

「おかしいってどういうことです？　なんか変な薬でも盛られたんですか!?」

　掴みかからんばかりの勢いで問いかけるエドウィンに、そんな馬鹿なとヴィルフリートは頭を振る。

「いや、理由はわかっている……というか、そうじゃないかとは思っているんだ」

「……心当たりがあるということですか？」

「心当たり……そうだな」

　思い当たることがあるとすれば、それはやはりひとつだけ。それは、エドウィンも思い至ったのか、目を見開いた。

「還俗の儀式、ですか」

「だろうな」

　大神殿にて神官長によって執り行われた『還俗式』は、神官が世俗に戻るために行われる儀式だ。神官を辞し、一般人として生きる。それは、ただの女神への誓いという意味だけではなく、目には見えない物理的な何かがある気がしてならないのだ。

　何よりも、洞窟聖堂を出たあの時から、どうにも落ち着かない日々を送っていた。

　一瞬であったような、長い時間であったようなはっきりしない記憶の中で、神官長が使ったであろう、特別な聖魔法による影響があるとすれば、それが一番納得できるような気がする。

「まぁ、神官は恋愛も妻帯もしませんからね。そこにも特別な何かがあると言われていますし、還俗の儀式の中にも同じような何かがあっても不思議ではないということでしょう」

「……」

「そうだとしても、大の男が思春期の少年のように初恋に煩わされるなんて……アマーリエ様に、気持ち悪いと思われないように注意してくださいよ」

「……そんなに、気持ち悪いか？」

「それは、気持ち悪いでしょう」

　きっぱりと言い切ったエドウィンに、ヴィルフリートは苦虫を噛み潰したような顔を浮かべた。

「いいですか？　アマーリエ様の中では、ヴィルフリート様はいつも冷静な神官というイメージがあるんです。くれぐれも、そのイメージを壊さないように気を付けてくださいね」

「……わかった」

　渋々といった体で頷いたヴィルフリートを、エドウィンは、どこか心配そうに見つめた。












　正式に王太子の婚約者となったことで、アマーリエの日常は慌ただしく過ぎていく。王太子妃教育が始まったというのもある。とはいえ、その内容は、婚姻式の準備が主な内容だ。

　ドレスの選定から宝飾品の準備。招待客のリストアップ。王太子の婚姻式ともなれば、国外からも招待客はやって来る。やることは目白押しだ。

　その一方で、聖女の娘としての活動もある。巡礼の旅の決まった予定はないが、今後はその予定も神殿側で決められなくなるのだ。今までは、辺境伯家が神殿側に一任していたためであるが、今後は王家が口出しする可能性もある。

　もちろん、それが駄目だというわけではない。ただの辺境伯令嬢が王太子妃になるのだ。その立場が変われば、扱いが変わることも仕方がないことだ。

　ヴィルフリートの方が、どちらかと言えば大変そうだ。今までとは、全く違う仕事をすることになるのだ。

　神官であった彼の知名度は、それほど高くはない。もちろん、王都の中央神殿に通っていた者は知っているだろうが、それ以外の者は顔すら知らない者がほとんどだ。

　元々あまり表舞台に立つ方でもなく、神事の裏方が多かったと聞く。だからこそ、アマーリエたち聖女の子供の教育を任されたのも彼だったのだ。

　とはいえ、仕事ができないわけではない。むしろ、どちらかと言えば優秀な方だ。

　彼の本来の気質なのか、それとも神殿という特殊な環境で育った故なのか、その性格は穏やかで優しい。人の話もしっかりと聞くし、それでいて自分の意見もちゃんと述べられる。

　学びに関しても意欲的で、今まで軍事一辺倒だったレオンハルトと比較して、好意的に受け止められていた。

　その一方で、あのお披露目の夜会から、アマーリエとヴィルフリートはどこかぎくしゃくしていた。






　王城にある王族のためのプライベートな庭園。

　主に、アマーリエが、私的にヴィルフリートと会えるのはこの場所だけ。お互い忙しい時間の合間を縫うようにして作られる、婚約者としての交流の時間だ。

　庭園の四阿あずまやに準備された席。

　テーブルの上には、王宮の料理人によって丹精込めて作られたであろう色とりどりの菓子が並ぶ。そのどれもが、辺境の領地ではお目に掛かれないような素晴らしいものだ。

　少し離れた場所には、王宮の使用人が折り目正しく一列に並ぶ。何とも落ち着かない空間である。

「何か、不都合はありませんか？」

　目の前に座るヴィルフリートが、淡く微笑んだままそう問いかけた。

　一部の隙もなく整えられたその姿は、誰が見てもこの国の王族にふさわしい姿をしている。風にふわりと揺れる銀色の髪でさえも、計算しつくされたようだ。

「何も問題ありません。皆さん、良くしてくださいますから」

「それならば、良かった」

「……」

「……」

　一瞬、沈黙が流れる。

「ヴィルフリート様は、いかがですか？」

「……わたしですか？」

「はい。何かお困りごととかは、ありませんか？」

「……そうですね」

　そう言って黙り込んだヴィルフリートに、アマーリエは首を傾げた。

「……ヴィルフリート様？」

「いえ、何でもありません。多少忙しくはありますが、何も問題はありませんよ」

「……そうですか」

「……」

「……」

「そう言えば！　結婚式のドレスのデザインが、決まりました!!」

「そうですか。どのようなデザインに……っと、これは聞くのはダメでしたね」

　そう言って、ヴィルフリートが苦笑する。

　この国アルヴァートでは、花婿は結婚式まで花嫁のドレスを見てはいけないことになっている。それが拡大解釈されて、昨今では結婚式までどんなドレスを着るのか、宝飾品はどうするのかなど秘密にするのが一般的である。

「でも、どうして秘密にするのでしょうね？　せっかくだから、どんなドレスにしたのかって相手に話したりしたくならないのでしょうか？」

「そうですね。別に姿を見せなければいいというのが本来のものなのですが、聞けば見たくなるものですからね」

「ヴィルフリート様も、わたしのドレス気になりますか？」

「それはもちろん……ッ、でも、どんなデザインであったとしても、アマーリエ様であればお似合いになるでしょう」

「そうでしょうか？　ほら、わたしって母の血が濃いからか、容姿が幼いでしょう？」

　低めの身長、漆黒に近い黒い髪、そしてどこか幼げな容姿は、いつも実年齢よりも低く見られがちだ。もちろん、母ほどではないが。

「儚げで可愛らしい容姿をしているだけですよ。どんなドレスでも構いません。お好きなものを着られたらいいのです」

「……煽情せんじょう的なドレスでも？」

　結婚式は、神聖なものだ。特に、女神に永遠の愛を誓うアルヴァートでは、殊ことの外その傾向が強い。

　女神は、不貞を許さない。己に傅かしずく神官たちから、その機会を奪うほどに……。

　だからこそ、花嫁も花婿も共に貞節を求められるのだ。それはもちろん、身だしなみにおいても例外はない。

　そっとヴィルフリートの袖を引く。本当に、そんなドレスでもいいのかと。当然そんなドレスを選ぶつもりはないが。

　しかし、引いた袖は、勢いよく振りほどかれた。

「ッ……アマーリエ様が、お望みならば」

「あ……すみません……」

　宙に浮いた手を、しおしおと下ろす。

　ただの聖女の娘と神官の関係であった頃は、これくらいの触れ合いは許されていた。しかし最近では、一事が万事こんな感じだ。

　婚約者としての貞節を求められているのか……それともこの関係を後悔しているのか……と思考は薄暗い方へと漂っていく。

「いえ、こちらこそ申し訳ありません。お怪我は、ありませんか？」

　下した手をそっと心配そうにヴィルフリートが取る。怪我がないかつぶさに観察する様子に、アマーリエは眉を下げた。

　アマーリエの手を簡単に振り払うくせに、時折こうした優しさを見せるのだ。はっきり言ってズルイ。

　アマーリエは、ヴィルフリートの手からそっと自分の手を抜き取った。

「……大丈夫です」

「あ、これは失礼を……」

「……」

「……」

　お互いに無言の時間が続く。

　先に溜息を吐いたのは、ヴィルフリートだった。それが、さらにその場の空気を気まずくさせる。

「……今日は、そろそろ失礼しますね」

　本当は、もっと傍にいたい。それでも、この場に居座れるほど、アマーリエの心は強くなかった。

「……では、馬車までお送りしましょう」

　心なしかほっと安堵した表情を見せるヴィルフリートに、アマーリエはそっと瞳を伏せた。






「あら、リエちゃんは、何をそんなにむくれているの？　今日は、久々のヴィルフリート様とのデートだったんじゃないの」

　むっすりと不貞腐れたまま、タウンハウスの自室に引き籠ったアマーリエに、母が呆れた顔で扉を開けた。

　王宮から戻ってきて以来、不機嫌も隠さず出てこないアマーリエを見かねて、使用人が母を呼んだのだろう。

「……」

「リエちゃん、お返事はしなさい」

「……はぃ」

「ほら、いつまでも寝転んでいないで、ちゃんと起き上がって！」

　寝台の前に仁王立ちした母相手に勝てるはずもなく、アマーリエは渋々その場所から起き上がった。

「あら、酷い顔。それじゃあ、百年の恋も冷めるわ」

「冷めてないし！　むしろ、始まってもないもん!!」

　何が悲しくて、こんなことを母に宣言しなければいけないのか。涙目になりながらも、アマーリエは、母にそう言い返した。

「始まってもいないねぇ……」

　母が、ちらりと私室の一角に視線を向ける。

　そこには、毎日のように届けられるヴィルフリートからの贈り物が置いてある。

　小ぶりな花束、精巧なオルゴール。ふわふわのくまのぬいぐるみに、可愛らしいデザインの髪留め。装丁の美しい本、ここにはないが、有名菓子店の焼き菓子だった日もある。

「きっと、婚約者として仕方なく贈ってくれているんだもん」

「仕方なく？」

「きっとそう！」

「悲観的ねぇ」

　母がそう言って、寝台の端に腰を下ろした。

　その贈り物の数々は、「仕方なく」贈っているようなものではないことは、アマーリエを良く知る人であれば誰でもわかるだろう。

　十八の令嬢に贈るにしては、少しばかり幼い贈り物ばかり。それらが、ちゃんとアマーリエのためだけに、選ばれたものだと証明している。

「ママはいいなぁ……大好きな人に思いを返してもらえて……」

「何を言ってるのよ。リエちゃんだって、大好きな人と婚約できたじゃない」

「何ていうか、愛の重さが違う！」

　父の母への愛は、子供であるアマーリエから見ても深く重い。結婚当初は、最高級の陶器人形ビスクドールを手に入れたけれど、どうしたらいいのかわからなくて右往左往したあげく、大事にしまい込んだみたいだったと父を評したのは、今は亡き祖父である。

「愛の重さねぇ」

　そんなしまい込まれたはずの母は、昔を振り返るように遠くを見る。ちなみに、流石にしまい込むことまではないが、番犬のごとくついて回るのは父の日常だ。

「でも、初めの頃はそうでもなかったのよ？　どちらかと言えば、距離をおかれていたくらいだもの」

「お父様から？」

「そうそう。浄化の旅の最中なんて、ようやく会話ができるようになったのは、もう旅も終わる頃だったわ」

　母たちの浄化の旅は、一年ほどを要したと聞く。つまり、ほぼ一年近く会話すらできなかったということか。

「……どうして会話ができるようになったの？」

「知りたい？」

　にんまりと笑った母に問いかけられて、アマーリエはこくりと頷いた。

「簡単なことよ。『単純接触の原理』と『好意の返報性』を利用しただけ」

「？？？　何それ」

　聞きなれない言葉に、アマーリエは顔を顰めた。母は、時折こういう発言をするのだ。これも界を渡った聖女ゆえなのか。

「言葉は難しいように聞こえるけど、簡単なことよ？　会う回数を増やすことと、好きですって伝えること」

　顎の下で指を組んだ母が、いたずらに瞳を煌めかせる。

「偶然を装って何度も鉢合わせたり、必死で声かけたり、「素敵な筋肉ですね」「逞しくて素敵」って褒めたり……」

「……すとーかー？」

「んまぁ！　人を犯罪者みたいに言って！　当時は、ただの恋する乙女だったのよ!!」

「……それで、お父様もママのことが好きになったの？　あんなにも？」

　娘の立場としては、些か信じがたい。

「少なくとも、対象外だった位置から対象には見てもらえたわね。それに、好意を示されて、人間悪い気なんてしないでしょ？」

「……興味ない人から好意を持たれても気持ち悪いだけだと思うけど」

「あら、でも婚約者になったってことは、興味がないなんてことはないでしょう？」

「……だって、ヴィルフリート様は神官だもの」

「バカね、神官だって結局はただの人よ。神様じゃないんだから」

「……そうだけど」

「ひとまず、騙されたと思って一月試してみなさいな。きっと何か変わるから」

「……ひとつき？」

「そう、一月だけ。それで駄目ならまた考えましょ」

　訝し気な表情を浮かべたアマーリエに、母が意味深に笑みを浮かべる。

「さぁさぁ、いつまでも辛気臭い顔していないで、ちゃんとご飯食べなさい。何事も体が資本だって言うでしょう？」

　そっと背中を押されて、アマーリエは渋々立ち上がった。そして、そのまま促されるように部屋を出る。

　後から部屋を出た母が、贈り物の山を振り返って「恋愛心理学なんて素で実践しちゃってると思うけどねぇ」と呟いていたことは、気が付かなかった。






　それから、アマーリエの毎日は一変した。

　王宮に登城してすぐにヴィルフリートの予定を確認してもらい、少しでも時間を捻じ込むように顔を出す。予定を確認している以上、偶然を装って……というのは無理なので、堂々と顔を見に来ただけということで押し通した。

　時間があれば、母から教わった素人でも簡単にできるレシピで作った焼き菓子を持参するのも忘れない。好意を示すことが大事。

　できる限り好意を伝えて、なるべく顔を見せるようにして、相変わらず手を払われたり、顔を背けられたりしながらも、何とか約束の一月を終えた。

　正直、心が折れそうである。

　まだ何とか続けていられるのは、毎日のようにヴィルフリートから小さな贈り物が届くからだ。

　ただこのところは、いるはずなのに避けられることも増えてきている。母が言った「何かが変わる」というのが、このことなら遣り切れない。

　母の助言に従ってみたものの、これで上手くいかないのであればどうすればいいのか。

　ヴィルフリートは、アマーリエのことが嫌になったのかもしれない。今までは、神官と聖女の娘という関係でしかなかった。聖魔法の師として、とても親身になってくれた。神官として、至らない聖女の娘である彼女を支えてくれた。しかし、それは聖女の娘であるからであって、責任感から婚約者にまでなってくれたものの、後悔しているのだろうか。

　還俗し、神官という身分を離れ、違う思いが生まれたのかもしれない。

　このまま二人の関係がうまくいかなければ、最悪婚約解消ということになるだろう。ヴィルフリートに責などあるはずもなく、そうなれば、また新たな婚約者をあてがわれるのだろうか……。

　そんなことを考えれば、とても耐えられそうになかった。少なくとも、こんな気持ちでは、到底他の誰かなど受け入れられるはずもない。

　ふと窓の外を見れば、見慣れた店の看板が見えた。クレストル辺境伯家が懇意にしている商会の王都の支店だ。

　ここは、辺境伯領で生産されるものを中心に販売している店である。地域の特産品から、アマーリエの母である聖女が作り出したとされる特別な品まで多くを取り揃えている。

　アマーリエは、馬車を停めると店の扉をくぐった。

「おや、お嬢様。今日は、何をお探しですか？」

　顔なじみの店員に声をかけられて、アマーリエは曖昧に微笑んだ。

「ちょっと気分が落ち込んじゃって、気分が上がるものが何かないかなって寄ってみたの」

「気分が上がるもの……新しい茶葉なら入っていますよ？　今度のフレーバーティーも力作だと聞いていますが……。それとも、香油やクリームの方がいいですかね？」

　店員の彼女が、棚のあちこちを指さした。

　良い香りがするものは、心を慰めてくれる。香りを変えてみるのも心境の変化になっていいのかもと、香油を手に取ってみる。

「ちなみにその香油、今新婚さんに大人気なんですよ。気分が盛り上がるとか何とかで……」

　にやりと意味深に笑った彼女に、アマーリエは香油の瓶を取り落としそうになった。

「気分って……まさか」

「なんでもエロい気分になるんですって」

　彼女が、「にしし」と今度は下品な笑い声を上げた。

「そう言えば、お嬢様ももうすぐ結婚ですもんね。おひとつどうですか？」

「……半年以上も先の話よ」

　それも、もしかしたらなくなるかもしれないが。そんなことを思えば、さらに悲しい気持ちになって泣きたくなる。

「あ―――……こっちの人は、身持ちが堅いんでしたねぇ。でも別に、婚約者なら良くないですか？　あっちじゃよくある話でしょう？」

　王都に比べて、地方に行けば行くほど貞操観念は緩くなる。平民女性だけでなく、貴族令嬢だって婚前交渉に目くじらを立てることはない。

　もちろん、不特定多数というのはさすがに顔を顰められるが、婚約者相手であれば既に済ませてしまっていることが実は多い。

「あ―――それならば、もっといいものがありますよ」

　こっちこっちと手招きされて、アマーリエは店の奥へと案内された。店のバックヤードであるその場所は、雑然と様々な商品の箱がうず高く積まれている。その中から彼女が器用に取り出したのは、両手を広げたくらいのサイズの箱だった。

「これなんですけどね、すっごくいい出来なんですよ。もちろんその分値段も張るんですけど、お嬢様なら余裕でしょう？」

　そう言ってずいっと箱を押し付けられて、思わず受け取ってしまった。

「開けてみてください。これなら、お嬢様の婚約者の方もイチコロですよ！」

　どんっと胸を張った彼女の姿と、婚約者もイチコロという売り文句に、アマーリエは思わずその箱の蓋に手をかけた。蓋を開ければ、薄紙に包まれた何かが入っていた。

「……これは？」

　薄紙を捲れば、出てきたのは繊細なレースの何か。いや、アマーリエはこれが何かは知っている。

「いわゆる勝負下着ですね！」

　にやぁっと悪い笑みを浮かべた彼女に、アマーリエは顔を引き攣らせた。

　勝負下着。それは、実用的で無駄のないデザインの下着が多かったこの国に、聖女が持ち込んだと言われるものである。正確には、隣国では密かに流通していたものを商会が面白半分で入手し、聖女に献上したところ、それを知っている……という話から彼女の知識を駆使して領内で生産が始まったというものである。

　そして、最近ではこの国でも密かに流行しているらしいと母の口から聞いたことがある。

「こんなの、どうしろって言うのよ！」

　真っ赤になったアマーリエに、店員の彼女が目を三日月形に細めた。

「着て見せて、愛を深めたらいいんですよ」

　唖然といった表情で口をパクパクさせるアマーリエに、彼女が喜色を浮かべる。まさに楽しくて仕方がないという表情だ。

「気分が落ち込んでいるってことは、どうせ婚約者様と喧嘩でもなさったんでしょう？」

「……喧嘩なんてしてないもの」

　それ以前の問題で、避けられていると言った方がいい。

「なんだかよくわかりませんけれどね。仲直りは早いに越したことはありませんよ！」

　そう言って、彼女は蓋をした例の箱を、アマーリエの手に載せた。

「これは、お貸ししますから、もし使ったのであれば後日代金を支払ってくださいね」

「……だから喧嘩なんてッ」

「使わなかったらそのまま返却してくださればいいですからッ」

「ちょっと……ッ」

「あ、この香油は、わたしからのプレゼントです！」

　そう言うと、彼女はぽんと箱の上に例の香油の瓶を乗せた。

「時には実力行使で体当たりするのもいいですよ!!」

「……体当たり」






　ぱちりと片目を瞑って見せた彼女の言葉を、アマーリエは繰り返す。口にしてみれば、このどうにもならない状態を打破する打ってつけの方法にも思えてくるから不思議だ。

「えぇ！　ちなみに、わたしは旦那を押し倒しましたからねッ！」

「え……」

　突然の爆弾発言に、アマーリエは彼女を凝視した。彼女の夫は、この商会の支店長だ。どちらも辺境伯領の出身で、二人は幼馴染だと聞いた気がする。熊のように大柄で逞しい正に辺境伯領の男を体現したかのような支店長を、彼女が押し倒したというのか。

「何事もきっかけがいる時があるんですよ」

「きっかけ……」

「あ、そこまで女が頑張っても何もしないような相手なら、すぐにでも別れた方がいいです。そんな相手にお嬢様はもったいないですからね!!」

　ふんっと鼻息も荒くそう言った彼女に、何だか体から力が抜けて、アマーリエは小さく笑った。






　何事もきっかけがいる時がある。

　それは、そうなのだろう。いつの間にか膠着こうちゃく状態みたいな気持ちになってしまい、息苦しく思っていたが、今がそのタイミングなのかもしれない。

　ぐちゃぐちゃに頭の中で絡み合っていたものが、するするっと自然と解けていくような気がする。

　アマーリエの初恋は、間違いなくヴィルフリートで、棚ぼた的に彼が婚約者になったことで、少しばかり浮かれすぎていたのかもしれない。

　ヴィルフリートが、アマーリエが嫌だというのであれば、半年経った今結論を出すべきなのだ。これ以上後になれば、必ず周りに迷惑をかけることになる。

　体当たり、いいじゃないか。

　思いのたけをぶつけてみればいい。

　もしも、アマーリエのことが嫌だというのであれば、潔く振られればいい。

　王太子の彼は、このまま王太子としてあればいい。振られた際は、国王陛下とヴィルフリートの義妹にでもしてもらえばいいのだ。そして、失恋の傷が癒えたころに、新たな恋をすればいい。王家の養女として、婿を取って王家に残る。それが、本来であれば聖女の娘の役目であるのだから。






　そんな風に考えられれば、気持ちが軽くなる。

　アマーリエは、タウンハウスに帰宅するなり、第一声両親に頼み込んだ。「ヴィルフリートに、夜這いをかけさせてくれ」と。もちろん、父が卒倒したことは言うまでもない。






　アマーリエは、ヴィルフリートの部屋の扉の前へと立った。その後ろには、始終微妙な表情で立つ次兄の姿がある。

　ここまで連れてきてくれたのは、次兄であるローラントだ。ヴィルフリートに夜這いをかけると言ったアマーリエに、ノリノリになって協力してくれたのは、母であった。

　いくら婚約者で聖女の娘とは言え、そう易々と王宮に出入りすることはできない。そのため、適当な理由をつけてアマーリエを王宮に滞在させる段取りを取ってくれた。

　ヴィルフリートの部屋の前まで来ることができれば、夜這いをかけるのはそれほど難しいことではない。

　王太子という高貴な身分になった今でも、彼の部屋に護衛騎士の姿はない。ひとつは、ヴィルフリートが落ち着かないからという理由。そして、もうひとつは、彼は元高位神官として聖魔法が使えるからという理由だ。

　アマーリエが、神官でないのにも関わらず、聖魔法が使えるのと同じように、たとえ神官を辞めたとしても聖魔法は使えるままである。聖魔法と呼ばれてはいるものの、結局のところ魔法の種類のひとつでしかないのだ。

　習得したものが消えることはない。もちろん、女神の意思に逆らった場合はどうなるかは不明であるが……。

　聖魔法の中には、特殊な保存魔法がある。状態保存を行う魔法で、神殿では女神の像や宝物を美しく保つために使用されるものだ。その魔法を利用して、扉に状態保存の魔法をかけることで、鍵代わりになるのだ。物理的な鍵は必要なく、聖魔法が使えれば誰でもできる。そっと扉に聖魔法をかければ、案の定簡単に扉は開いた。

「……本当に、行くのか？」

　気が進まないという様子で、次兄がアマーリエに尋ねた。

「……行くわ」

「年頃の令嬢が、こんな時間帯に部屋を訪れればどうなるか……」

「わかっててやっているの」

「……アマーリエ」

「ロー兄さまだって、経験がないなんて言わせないわよ」

「……はぁ、わかったよ。ほら、行け。鍵をかけるのを忘れるなよ」

　深いため息をついた次兄が、アマーリエを促した。

　するりと扉から中に忍び込む。

　ヴィルフリートの部屋は、とてもシンプルだ。華やかな装飾はなく、壁一面に本棚が並ぶそこは、まるであの告解室奥の部屋のよう。

「……アマーリエ、こんな時間に何をしているのですか？」

　誰かが入室したことに気が付いたのだろう。奥の寝室から顔を覗かせたヴィルフリートが、呆れ顔でアマーリエを見下ろした。

「えーっと、夜這い？」

　こてりとアマーリエは、首を傾げた。

　一瞬カチンと動作を止めたヴィルフリートは、数度瞬きを繰り返すと大きく息を吐いた。

「……部屋に戻りなさい」

「え、ひどい」

「ひどくありませんよ。まったく、年頃の令嬢が、何をしているのですか」

　ヴィルフリートが、顔を顰める。

「だって、婚約者、でしょう？」

　どこか不安げな表情でヴィルフリートを見上げれば、彼が気まずげに視線を背けた。

「……婚約者だからこそですよ。まぁ、もっとも婚約者ですらない者であれば、万死に値しますが」

　そう言って、不快だとでも言うように彼が顔を顰めた。

「……ヴィルフリート様は、後悔しているのですか？」

「後悔？」

「還俗して、わたしと婚約したことをです」

「……まさか！　どうしてそう思うのですか？」

「だって！　最近迷惑そうな顔ばかり……今もそう」

　アマーリエは、ぎゅっとヴィルフリートの袖を掴んで見上げた。彼女の目に映るのは、困惑と憤りを湛えたヴィルフリートの姿だ。

「そんなわけないでしょう」

　口ではそう否定していても、態度は彼の気持ちを雄弁に語っている。手こそ振り払われないものの、その体は、少しでもアマーリエから距離を取ろうと引けていた。

「嘘です。きっと今も手を振り払いたくて仕方がないのでしょう？」

　ずいっと勢いで身を寄せれば、ヴィルフリートが息を呑んだ気配がする。

「ずっと……好きだったんです」

　そう、ずっとアマーリエは、ヴィルフリートのことが好きだった。優しくて繊細で、美しいこの兄のようで兄ではない存在の彼が、彼女の初恋だった。

　自分に婚約者がいると知った時、そして、それが筋肉自慢のナルシスト王子だと知った時、どれほどヴィルフリートであれば良かったのにと思ったことだろう。

　もちろん、神官が妻帯しないと知った時も同様だ。ヴィルフリートでないならば、誰でも同じだと納得しようとしたこともある。

　そっとヴィルフリートの手が、アマーリエの肩に優しく触れる。

「後悔など、するはずもありません。アマーリエ、あなたに好いてもらえるなど、どれほど光栄なことでしょう」

「……本当に？」

「もちろん。それに、あなたのことを好ましく思っているからこそ、この話を引き受けたのです」

「でも……わたしに触れられるのは、お嫌なんですよね？」

　何度も手を振り払われたのが、その証拠である。

「まさか！　たしかに、最近のわたしの態度は酷いものでした。でもそれは……」

「それは？」

「……お恥ずかしい話、少し自分の変化に戸惑っているのです」

　そう言って、ヴィルフリートは眉を下げた。

「変化、ですか？」

　首を傾げたアマーリエに、ヴィルフリートが苦笑する。

「えぇ、還俗の儀式を行ったことにより、どうやら体が変化したようで……あなたに触れられると、思春期に戻ったように恥ずかしくなるのです」

「思春期……」

　思春期の体の変化と言われて、アマーリエは自分の想像した内容に、顔を赤くする。つまりは、そういうことだ。

「いい歳をした男が、気持ち悪いでしょう？　エドウィンにもそう言われました」

「……」

「だからと言って、決してあなたを厭いとっているわけではありません！　もう少し……もう少し時間をいただければ、きっとこの距離感や反応にも慣れて……」

　ひどく真剣な表情でそう言い募るヴィルフリートの言葉に、アマーリエはぎょっと目を見開いて食いつき気味に言葉を重ねた。

「気持ち悪くなんてありません！」

「アマーリエ……」

「だって、それってヴィルフリート様も、わたしを女性として意識してくれているってことでしょう？」

　今までのヴィルフリートであれば、アマーリエに何をされても動じることはなかったはずだ。もちろん、手を振り払われるのは悲しいが、その行動がアマーリエを意識してのことであるというのならば、そんな姿すら可愛らしく思える。

　ぎゅっとヴィルフリートに抱き着けば、目に見えて彼が動揺を見せる。

「お嫌でないのであれば、抱きしめ返してください」

　腕はしっかりと巻き付けたままヴィルフリートの顔を見上げておねだりする。彼の顔は、驚くほど真っ赤に染まっていた。

　恐る恐るといった様子で触れるか触れないかの位置で回される腕。そんなヴィルフリートの姿が愛しくて、アマーリエはぎゅっと顔を埋めて密着する。腹のあたりに、何か硬いものが当たった。

「あ、アマーリエ、あまり距離が近いと不都合が……」

　もごもごと何事か呟いて離れようとするヴィルフリートに、アマーリエはパチクリと瞳を瞬かせる。これが、俗に言うアレだろう。

　つまり、ヴィルフリートの体が、アマーリエに反応しているということだ。

　ヴィルフリートの体から手を放し、少しだけ距離を取れば、ヴィルフリートが目に見えて安堵の息を吐いた。落ち着かないのか、視線もあちこちへと彷徨わせている。

　先ほどまでの不安や疑心はどこへやら、真実がわかっただけで同じ態度を取られても心は全く傷つかない。

　ヴィルフリートの手を引いて、ソファに座らせると、自分は彼の前へと立った。

　慣れないのであれば、強制的に慣れさせてしまえばいい。それが、辺境伯家の脳筋的な持論だ。

　ヴィルフリートが、アマーリエを嫌でないのであれば、この婚約者としての距離感に慣れず、触れるのが恥ずかしいというのであれば、慣らしてしまえばいい。
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　アマーリエは、羽織っていた外套とガウンをそっと脱ぎ去った。その下は、薄いレースのスリップだ。それも総レースで作られた卑猥なもの。繊細なレースを幾重にも重ねて可愛らしさを演出しつつも、丈は大腿ギリギリまでしかない。

　そんなあられもない姿に、ヴィルフリートが息を呑む。

「な……なんて恰好をしているんですかッ!!」

　仰け反ったヴィルフリートの膝に、アマーリエは乗り上げた。その勢いに押されてか、ヴィルフリートがソファに背を預ける。

「大丈夫です。ちゃんと、勉強してきましたから」

　予習は、完璧だ。「あっちの常識はこっちの非常識だけど、なにも困ったことはなかったからそのまま伝えるわ」と言っていわゆる『聖女直伝の閨の授業』を履修してきたアマーリエである。

　余談ではあるが、この国で娘に閨教育を施すのは、母の役目なのだ。

　にっこりと笑って見せたアマーリエに、ヴィルフリートはぎょっと目を剥いた。

「べ……勉強って何をですか!?」

「何って……ナニを？」

「アマーリエッ!!」

　小言を言う口を塞ぐように、唇を合わせる。

　正真正銘、初めてのキスだ。

　ヴィルフリートの目が、まん丸に見開かれる。

「ヴィルフリート様が、好き。大好き」

　ふわりと微笑んで、そっと唇を触れ合わせる。ちゅっと音をさせた。

　アマーリエにとっても初めてのこと。見様見真似の拙いもの。それでも、乗り上げた場所から伝わる硬い感触に、背中を押されている気さえする。

　ヴィルフリートが、大きく息を吐き出した。

　次に顔を寄せたのは、アマーリエだったのかヴィルフリートだったのか。自然と寄った顔が重なって、唇が触れる。

　大きな手が、アマーリエの後頭部に回されて、深く重なり合う。

「ねぇ、ヴィルフリート様、大好き」

「アマーリエ……好きです。愛しています」

　何度も何度も繰り返し唇を合わせる。少しの隙間もないように。どれくらい、そうしていただろう。

　唐突に、ヴィルフリートがアマーリエの肩に手をかけて引き剥がした。

「……これ以上は、駄目です」

　苦渋の表情を浮かべるヴィルフリートが、アマーリエから目を逸らす。

「もう今さらなのに？」

「……」

　ぐぅっと、ヴィルフリートの喉がつぶれた音を出す。

「それでも、駄目です……」

「でも、こんな時間に、こんな姿で婚約者の部屋に入ったら、結局一緒じゃないですか？」

　アマーリエが部屋から出てこない時点で、ローラントは既にこの場所を離れている可能性が高い。誰も妹の色事を盗み聞きしたい兄などいないだろう。

「それでも……」

「いや」

　拒否されようとも止めるつもりはないと、アマーリエは、ぎゅっと腕を回して抱き着いた。

「アマーリエッ！　聞き分けてください」

「いやですッ」

「大事にしたいんですよ」

「十分大事にされています！」

「あなた初めてでしょう!?　こんな成り行きで、あなたを抱きたくはないんですッ」

　どこか悲痛な叫びのようにも聞こえる言葉に、いやいやとアマーリエは首を振って否定する。

「成り行きだって何だって、ヴィルフリート様に近づきたいんだもんッ」

「そんなことしなくても……これから十分に時間をかけて……」

「今じゃなきゃ、今じゃなきゃダメなんですッ！」

「……どうして」

　なぜわかってくれないのかと、ヴィルフリートが眉を下げる。アマーリエとて、彼の気持ちも思いも理解はできている。そして、貴族令嬢としては、彼の言うことが正しいことも。

　それでも、引くつもりはなかった。

「だって、不安なんですもん！　また、婚約が白紙に戻ったら？　ヴィルフリート様の気持ちが離れてしまったら？」

「そんなことには、なりません」

　はっきりとそう言い切ったヴィルフリートに、ちょっと乙女としてきゅんっと胸が高鳴るが、かと言ってはいそうですかと納得できるわけもない。

「そんな確証なんて、どこにもありません」

「アマーリエ」

「ヴィルフリート様は、わたしがどんな気持ちでこんなことしたと思っているんですか？　ただの突発的な思い付きでやったと思っているんですか？」

「……」

「こんなことするの、これでもすごく勇気が必要だったんです」

　そう言えば、ヴィルフリートがはっと息を呑む。

「だから、わたしに恥をこれ以上かかせないで……」






　大きな掌が、アマーリエの体を這う。

　ひとつひとつの形を確かめるように、ひとつずつ辿っていく。

　それがすごく恥ずかしくて、でももどかしくて、アマーリエは悩まし気な息を漏らした。

「大丈夫ですか？」

　いつの間にかアマーリエに覆いかぶさるような体勢になったヴィルフリートが、不安げに彼女の顔を覗き込んで問いかける。

「……そんなに鍛えているなんて、聞いてないです」

　目の前に晒されている肉体は、細くともしっかりと筋肉がついた立派な男性のものだ。白磁の美貌とも言われる彼の神官の姿からは想像もできないものである。

　アマーリエの苦情ともとれる言葉に、ヴィルフリートが苦笑を漏らす。

「長いこと神官を務めてきたのです。自然とこれくらいの筋肉など発達しますよ。どれほどあなたと巡礼の旅をしてきたと思っているのですか。体力だってなければ、とても務まりません」

　言われてみれば、それもそのはずで、巡礼の旅の中で道なき道を行くこともないわけではない。馬車で行けない場所は、必然的に馬での移動になる。

　それに、アマーリエとの巡礼の旅以外にも、聖魔法の使い手として呼ばれることもあるだろう。神殿に籠って事務仕事をしているだけが神官の仕事ではないということだ。

「それを言うのであれば、あなたも大人の女性になったのですね」

　どこか感慨深げに、ヴィルフリートがアマーリエの体を撫でる。

「まるで、昔を知っているような言い方だわ」

「知っていますよ。洗礼式の時に、立ち会ったのですから」

　ヴィルフリートが、どこか懐かし気に目を細める。

「うそ！」

「本当です。あの頃は、神官見習いでしたから」

「でもちょっと待って、赤ちゃんの時の体と見比べられても……」

　心境は、どこか複雑だ。

「そうですか？　でも、あの時のあなたは、とても光り輝いて見えた」

「聖女の娘だから、女神さまのオプション的な？」

「わたしも、ずっとそうだと思っていました。アマーリエは、女神さまに特別愛されているからそう見えるのだと……」

「……違うの？」

「女神さまに愛されているのは事実でしょうけれど……そう見えたのは、きっとあの時からアマーリエが、わたしの特別だったからでしょう」

「とくべつ？」

「えぇ、わたしの唯一。神官になった時は、慈愛と敬愛の気持ちだけになってしまったけれど、こうして還俗したことで、失われた思いも戻ってきたのかもしれない……気持ち悪いですか？」

　赤子に恋をしたと言われれば、気持ち悪いと言えるだろう。しかし、色々な気持ちを内包して、アマーリエだけを特別に思ってくれていたと言うのであれば、悪い気はしない。

「うふふ。嬉しい」

「嬉しい？」

　ヴィルフリートが、怪訝な表情で問いかける。

「ヴィルフリート様のずっと特別でいられたってことが、嬉しいなって思ったの」

「……そうですか」

　どこかほっとしたような安堵の表情で、ヴィルフリートが微笑む。

「ヴィルフリート様、大好き！」

　ぎゅっとヴィルフリートの首に腕を伸ばして、その唇を奪う。力強い腕が、アマーリエの背を支えてくれる。

「わたしも、愛していますよ、アマーリエ」

「嬉しい！」

　軽くちゅっと唇を啄まれると、そのまま抱き上げられた。

「きゃッ！　ヴィルフリート様!?」

　驚きの声を上げたアマーリエに、どこか恥ずかしそうにヴィルフリートが顔を背ける。

「こんなソファの上で、あなたを抱けるわけがない」

「ママが、参考書代わりに貸してくれた本には、結構な頻度で出てきたけど……」

「……聖女様は、一体どのような本をあなたに貸されたのか」

「女性向けのロマンス小説よって言ってた」

「ロマンス小説ッ!?」

　ヴィルフリートが、ぎょっと目を見開く。

「今どき、「旦那様にすべてお任せすればいいのです」って古いんじゃない？」

　そう言って、大量の秘蔵のロマンス小説を書庫の奥から出してきたのは、母である。それも全て、隣国から取り寄せた特別版だ。この手のものは、圧倒的に隣国の方が進んでいるのだと言う。

　大きな溜息を吐いて、ヴィルフリートがそのまま奥の部屋の扉を開けた。

　落ち着いた色合いで統一された部屋。中には、大きな寝台がひとつだけ。おそらく、ヴィルフリートの寝室である。

　そのまま寝台まで進むと、ヴィルフリートは、アマーリエをそっと寝台の上に下ろした。

「本当に、いいんですね？　後で嫌だと言っても、止まれませんよ？」

「もちろん！」

　にっこりと満面の笑みを浮かべれば、ヴィルフリートが、小さく息を吐いた。

　長い指が、そっとアマーリエの下着のリボンを解く。

「……美しい」

　支えを失った下着は、さらりとアマーリエの体を滑り落ちていく。小ぶりな胸と薄い腹。すらりと伸びた、二本の長い脚。

　その感触を確かめるように、ヴィルフリートがそっと触れる。

「……わたしも、触りたい」

「鍛えられた肉体を見慣れているあなたならば、物足りないでしょう？」

「そんなことない。むしろ、ゴリゴリした筋肉って暑苦しくて御免だわ。でも、実用的な筋肉って素敵」

　そっと触れれば、硬い筋肉の感触。

「腕もこんなに太かったのね……」

「神官服は、体形を隠しますから」

　そっと身を寄せて唇を触れ合わせる。

　体の線をなぞっていたヴィルフリートの手が、優しく胸を包み込んだ。ふにふにと柔らかさを確かめるように動いた手が、先の尖りを掠める。

「あッ」

「……痛いですか？」

　その問いかけには、首を振って否定する。

「少し、驚いただけです」

「痛い時は、ちゃんと言ってください」

　ヴィルフリートが、頬に、首にと唇を落とす。その刺激が、なんだか擽ったくて、アマーリエは小さく笑い声を上げた。

「指を入れますよ」

　そう言って、ヴィルフリートがあわいをかき分ける。

「んッ」

　ある一か所を指が掠めれば、ビリリと体が震えた。

「あぁ、ここがイイのでしたね」

　何かを思い出すように、集中的にヴィルフリートがその場所を責める。蜜口の上にある女性の性感帯である。

「あ、あ、あ、やぁ……」

　その間に、つぷりと指が一本中に侵入する。

「狭い……」

　何度もゆっくりと抜き差しされ、尖りをぐにぐにと揉みこまれる。

「あんッ、や……ぁん……ッ」

　本来であれば、アマーリエがヴィルフリートを気持ちよくさせるつもりであったのに、アマーリエの方が気持ちよくされていては本末転倒である。

「それは、また今度。初めては女性の方が、負担が大きいのですから、気持ちよくなれるのであれば、なってください」

　口にしていたのか、ヴィルフリートが嬉しそうに笑いながらそう言う。

「それじゃあ、なんのために勉強したのか……あぁぁッ」

「いいんですよ。これからいくらでも機会はあるのですから。そうでしょう？」

　もちろん、アマーリエとしてもそのつもりであるが、それとこれとは話が違う。ぶんぶんと首を振れば、ヴィルフリートがさらに笑みを深めた。そして、ぎゅっと尖りを押し込んだ。

「あぁぁぁぁ……ッ！」

　どっと隘路あいろの奥から蜜が溢れ出し、目の前がチカチカと明滅する。すでにその場所は、ぐちゃぐちゃだ。

「何とか入れそうですね。本当は、もう一度か二度気をやれるといいのでしょうけれど……」

　後一度か二度などとんでもない。

「痛むでしょうが……本当にいいのですね？」

　再度念を押すように問いかけられて、アマーリエはこくりと頷いた。

「来てください。痛くてもいいの」

　ぐっと腕を伸ばせば、その手を取るように引き寄せられる。大きくて硬いものが、蜜口にそっと当てられて、その場所を何度か往復した。硬いものが尖りをこするたびに、体が震え、声が漏れる。

「あ……あ……、んんんんッ……ッ」

　ぐぷりと音をさせて、剛直が中に入り込む。ぴりりと何かが裂けるような痛みと共に、ぞくぞくとする刺激が背中を駆け上がった。

「あぁぁぁぁぁぁ……ッ」

「……くッ」

　ヴィルフリートが、アマーリエの耳元で息を殺す。

　容赦なくヴィルフリートが、腰をグラインドさせる。唇を合わせて塞がれて、蜜口の上の尖りをこねくり回される。

　どんどん迫りくる刺激とヴィルフリートに抱かれているという事実に、アマーリエの頭はパンク寸前だった。

「……アマーリエ」

　かすれた声で、ヴィルフリートが彼女の名を呼ぶ。それだけで、子を孕むその場所が、きゅんっと震えた。

「……ぁ、ヴィルフリートさまぁ」

「絶対に、幸せにしますッ。後悔なんて決してさせない」

　どこか誓いのような言葉に、アマーリエは僅かに瞠目する。

　ひときわ奥へと剛直を叩きつけられて、アマーリエは背をしならせた。それと同時、ヴィルフリートが腹の奥へと欲望を吐き出した。

















第四章　聖女の娘、勝ったはずなのに負ける












　窓から差し込む日の光。

　朝のひんやりとした空気に体を震わせて、アマーリエは暖を求めて身じろぎした。そうすれば、何か温かいものがぎゅっと包み込んでくれる。

　この温かいものは何なのか。

　眠い目を瞬かせて顔を上げれば、そこには眩いばかりの美貌がある。朝日どころの騒ぎではない眩しさであった。

「おはようございます、アマーリエ」

　満面の笑みで声をかけられて、アマーリエはぱちくりと瞬きを繰り返した。

「……おはよう、ございます？」

　なぜここにヴィルフリートがいるのか。実はまだ夢でも見ているのではないかと考えていると、ちゅっと音を立ててこめかみに唇が落ちてきた。

「どうやら、我が婚約者殿は、まだ寝ぼけているようだ。しかし、そんなあなたも可愛らしいな」

「……へ？　ヴィルフリート、さま？」

　一体お前は誰だとでも言いたくなるような変わりように、アマーリエはヴィルフリートを凝視する。

「どうかしましたか、アマーリエ？　もしや昨夜のことを忘れたわけではないでしょうね」

　昨夜のことと言われて、アマーリエは顔を真っ赤に染めた。何があったのかを思い出したのである。

　追いつめられていた上に焚きつけられたとはいえ、自分でも思い切ったことをしたと思う。

「どうやら覚えているようで良かったです」

「う……はい。覚えています」

　コクコクと頷けば、ヴィルフリートが満面の笑みを浮かべた。あまりの麗しさに目が潰れそうである。

「ひとまず朝食にしましょう。着替えを準備させるから、ここで待っていてください」

　今度は、頬に唇を落とすと、ヴィルフリートはガウンを羽織って隣の部屋へと消えていった。

「……誰？」

　中身が別人と入れ替わってしまったのではないかと思うほどの変化に、アマーリエは首を傾げて呟いた。

　しかし、驚くべきことはそれでは終わらなかった。

　既に辺境伯家によって手配されていたアマーリエの着替えは、直ぐに彼女の元に届けられた。そして、王宮の侍女の手を借りて着替えると、朝食の席へと案内された。

　ヴィルフリートの部屋に隣接するテラス。

　既にテーブルについていたヴィルフリートが立ち上がって、アマーリエを迎えてくれた。椅子を引こうとした侍従を留めて、ヴィルフリート自らが椅子を引いてくれる。

　テーブルに並ぶのは、パンと数種類の果物。そして、お茶だけ。王宮の朝食にしては軽い食事に瞳を瞬かせた。まるで神殿の食事のようだ。

　そんなアマーリエの反応に、ヴィルフリートが苦笑を漏らす。

「朝は、あまり食べないんです。必要ならなんでも言ってください」

「いえ、わたしもそれほど食べないので……ただ、神殿みたいだなと思っただけです」

「えぇ、神殿の習慣が抜けないのです。お茶の種類にこだわりは？」

「ありません」

　そう答えれば、ヴィルフリートが、アマーリエのカップにポットから茶を注いだ。ふわりと香るのは、馴染みのある薬草茶の香りだ。

　その後も、甲斐甲斐しくパンや果物を皿に取り分けてくれる。

「アマーリエ、今日の予定は？」

「このまま、帰るだけです」

「それならば、送りましょう」

「え？」

　思わぬ提案に、アマーリエは手を止めて、ヴィルフリートの顔を見た。

「何かおかしなことを言いましたか？」

「いえ……あの、迎えを呼びますし、大丈夫ですよ？」

　昨夜は、時間が時間だったので兄に頼んだが、日中の外出であればさほど危険なことはない。それに、聖女の娘であるアマーリエにわざわざ危害を加えようとするものなど、まずいないだろう。みな、女神の怒りが怖いのだから。

「婚約者なのですから、そんなこと言わないで。ね？」

　念を押す様にお願いされて、アマーリエはぱちくりと瞳を瞬かせた。ヴィルフリートの背後では、彼の侍従が「あちゃあ」と言わんばかりに頭を抱えている。

「せっかくだから、王宮の庭も案内しましょう。いつもお茶を飲むだけで、散歩もできていなかったでしょう？」

「……よろしいのですか？」

「もちろん。ぜひ、案内させてください」

　そう言ってもらえるのであれば、ぜひ見てみたい。今までは、ギスギスした空気の中、言い出すこともできなかったのだ。

　そうして朝食が終われば、宣言通りヴィルフリートが、王族専用の庭を案内してくれた。それも、しっかりと腕を絡め、近しい距離でにこやかに話しかけてくる。これは、何のご褒美かと思うほどである。

　そして、そう思うのはアマーリエだけではなかったらしく、時折王宮内ですれ違う使用人や登城していた人たちには、驚きの表情で二度見されたことは言うまでもない。

　そんなヴィルフリートの態度は、その日だけということもなく、日に日に甘さを増していった。毎日届けられるはずの小さな贈り物には、必ず直筆のカードが添えられるようになり、たまに高価な贈り物が混ざるようになった。それも、ヴィルフリートの髪や瞳の色と同じ宝飾品である。

　自分の色を相手に身に着けさせるのは、独占欲の証。

　今までにないヴィルフリートの行動に、嬉しさ半分、どこか戸惑いも隠せないでいた。






　そうして迎えた巡礼の旅。

　神殿から派遣された神官と神殿騎士が数名。

　旅の目的地は、北部の辺境地であった。

　アマーリエにとっては、ヴィルフリートのいない初めての巡礼の旅。どこか落ち着かない気持ちのまま、その日を迎えた。

　王都の中央神殿の中で、旅のメンバーと顔を合わせる。とはいえ、十年近く巡礼を行っていれば、大抵は顔見知りだ。

「それにしても、ヴィルフリートが王太子となりアマーリエ様の婚約者とは、不思議なご縁ですねぇ」

　心配で顔を見せたというヴィルフリートに、馴染みの上級神官がにやにやと意味深な笑みを浮かべる。

「どういう意味ですが、セラ神官」

「いえね、ヴィルフリートは、このまま枢機卿に……って思っていたので、意外だなと思ったまでですよ」

「枢機卿になんて、なるつもりはありませんでしたよ」

「そうは言っても、長年アマーリエ様の補佐をされていたのですから、候補に挙がるのは必然では？」

　神殿での出世は、全て女神への信仰で決まる。聖女の娘であるアマーリエへの献身は、女神への献身と同義だと言うことだろう。

「たとえそうだとしても、お断りしていたでしょう。アマーリエ様の補佐業務は、わたしの使命だと思っていましたから」

「それはまた！」

「なんですか」

　お道化どけたセラを、ヴィルフリートがギロリと睨みつける。

「還俗すると、随分と変わるものですねぇ。欲望に忠実になるとは、正にこのことでしょう」

「欲望？」

　何のことかと首を傾げたアマーリエに、セラが快活に笑い飛ばした。

「アマーリエ様のお役に立つという欲望ですよ！」

「……それって欲望なのでしょうか？」

「さぁ？　彼がまだ神官であったならば、女神様に忠実すぎるのだと思ったでしょうが……こんな姿を見せられては、そうも言えなくなりましたね」

　アマーリエにぴったりと寄り添う姿に、セラがにこにこと答える。

「セラ神官、いい加減にしてください」

「おぉ、怖い怖い。では、参りましょうかアマーリエ様」

　ヴィルフリートから逃げるように場所を移したセラが、アマーリエへと手を差し出した。

「手を握る必要はありませんよ、セラ神官」

　そんなセラに、ヴィルフリートが文句を言う。

「ヴィルフリート、神官相手に嫉妬はみっともないですよ」

「嫉妬などと……」

　むすっと不機嫌な顔をしたヴィルフリートに、セラが苦笑を漏らす。

「これでは、先が思いやられますな、アマーリエ様」

「……いえ、嬉しいのでいいです」

　顔を真っ赤に染めながらもそう言ったアマーリエに、セラが僅かに眉を上げて驚きを示す。

「これはこれは。お二人の関係が良好なのは、喜ばしいことですな」

「いい加減にしてください、セラ神官」

「これは、失礼。では、今度こそ参りましょうか」

　アマーリエは、セラに促されて馬車へと乗り込む。

「では、ヴィルフリート様、行ってまいります」

「はい、十分に気を付けてくださいね」

「はい。でも、危ないことなんて何もありませんよ。女神様の御威光があるはずですから」

「それでも、良からぬものがいないとは限りません。くれぐれもご注意ください」

　何度もそう念を押したヴィルフリートに、アマーリエは笑って頷いた。






　王都から北の辺境伯領までは、馬車で三日。然程遠い距離ではない。行って帰って一週間というところだろう。馬を使えば往復三日で済むが、正式に王太子の婚約者という身分になった今、それも正直難しい。時間の短縮よりも、身の安全と健康を求められるからだ。

　そうしてゆったりとした旅を続けて二日目、異変は起こった。聞きなれぬ金属の音に、セラと二人顔を見合わせる。その瞬間、嗅いだことのないような強烈な異臭に、顔を顰めた。気を失ったのは、どちらが先だったのか。魔法を使用する前に、意識が暗転する。

　魔法というものは、便利である反面、不便もある。魔法を発動する前に攻撃をされれば、何もできないと言うことだ。

　だからこそ、騎士という魔法が使えなくても戦える者たちが、アルヴァート国内にも存在しているのだ。

　目が覚めれば、そこはどこかの屋敷の一室であった。

　特別古いということもなく、廃屋であるということもなく、ごく一般的な部屋の中、ごく普通の寝台に寝かされていた。しかし、唯一普通でなかったのは、鎖で寝台の端に括り付けられている、アマーリエの腕にはめられた腕輪だろう。

　それも、ただの腕輪ではなく、そこには大きな魔石が取り付けられていた。―――魔封じの腕輪―――






　この世に存在するとは聞いていたが、アマーリエも実物を見るのは初めてである。これをつけると、つけた本人の周りから魔素を魔石が吸収し、魔法を使えないようにするというものだ。

　その効果は、吸収された魔素が魔石いっぱいに貯まるまで……ということになるが、この大きさにもなれば、アマーリエをもってしても簡単には貯められない。

「なんでこんな物を……」

　浄化の力を持つ聖女の娘に『魔封じの腕輪』をつける。それが、どれほど恐ろしいことか、犯人は理解しているのだろうか。

　当然ながら、聖魔法は使えない。下手をすれば、『浄化の力』も使えない可能性もある。『浄化の力』は、意図して使うものではないが、それゆえに、どのように発動しているかがわからないのだ。多少なりとも『魔素』や『魔障』と関係しているのであれば、何らかの影響が出てもおかしくはない。

　何よりも聖女の娘を魔法から切り離すなど、女神への冒涜である。

　そして、そんなことができるのは、限られた一部の人だけだ。女神を恐れず、『魔素』や『魔障』に関係のない人間。それでいて、こんな大それたことをできる人など、一人しかアマーリエは知らない。

　さらに、彼女はアマーリエの予定も把握している。

　そこまで思い至ったところで、時を同じくしてこの部屋唯一の扉がノックされた。そこから顔を覗かせたのは、予想通りの人物であった。

「目が覚めたようね」

　肉感的な色気のある美人。それが、彼女の容姿を説明するのに誰もが使う言葉だ。

「これは、どのような状況でしょうか、王妃陛下」

　この国の王妃で、元婚約者レオンハルトの母。

　この国の生まれでない彼女であれば、魔法も使わなければ、魔障に悩まされることもない。そして、女神への信仰心も厚くない。

「あなたに、もう一度考え直してほしくて」

　少しも悪びれた様子もなく、淡々と述べる王妃に、アマーリエは僅かに顔を顰めた。

「……どういうことでしょうか」

　考え直すようなことなど、アマーリエには何もない。

「なんて冷たい子なの。長年の婚約者が、あんな寂しい場所に幽閉されているのよ！」

「それは、レオンハルト様の自業自得です」

　アマーリエの言葉に、王妃が眦まなじりを吊り上げる。

「何ですって!?　少しばかり他所の女性に目を向けただけで、あなた何様のつもりなの！　あの子は王子で王太子だったのよ!!」

「王子であろうが王太子であろうが、国家機密の漏洩は立派な犯罪です」

「ただ少し話をしただけじゃない。大した問題じゃないはずよ」

「本気でそう思っているんですか？」

　あまりに王妃としてお粗末な発言に、アマーリエの目が据わる。

「たったあれだけの被害額、王妃の予算から全額出して……」

「その予算も、元は国民が納めた税なんです！」

「それが何よ！　王家を養うのは、国民の務めでしょう!!」

「使えないだけでなく、害にしかならない王族を養うほど、国民も親切じゃないんですよ」

「なんですって！」

　アマーリエの言葉に、王妃が怒りに顔を歪ませた。不敬なことを言っている自覚は、アマーリエにもある。それでも、口にすることを止められなかった。

「本当にわからないんですか？　わたしたち国民が危惧しているのは、被害額じゃないんですよ？　魔石に関する情報が流れたことで、こういうものを作られると国益に関わるから罪に問われたんです!!」

　ずいっと王妃の前に、魔封じの腕輪を晒す。

「今は、どこの国も小康状態で、それなりに何とかやってますが、いつだって狙われるかわかったもんじゃないんです！　アルヴァートが裕福で、王妃陛下の予算が潤沢なのも、戦争になっていないからなんです!!　だからこそ、魔法とか魔石とか、そういったものは決して漏らしてはいけないんです」

　もちろん、この国にだってスパイの一人や二人送り込まれていることは、わかっている。そんな彼らから、情報が漏れてしまうこともあるだろう。しかし、それとは話が違う。次期国王たる王太子が、軽々しく漏らしてしまうということが問題なのだ。

　そんなことになれば、次代の国王が軽んじられ、攻め込まれるかもしれないのだから……。

「何よ！　高々辺境伯家の娘が偉そうに!!　何が聖女の娘よ！　聖女が何様だって言うのよ!!」

　聖女が何かと問われれば、あくまでも自浄作用のひとつでしかない。しかし、それがわからないからこそ、そういう思考になるのだろう。

　さて、どうすれば丸く収まるだろうかと考えていると、勢いよく扉が開かれた。

「母上!!　外に火が!!」

　そう叫んだのは、ドミナーム牢獄に幽閉されているはずのレオンハルトであった。なぜ彼がここにいるのかと瞠目していると、焦った様子のレオンハルトと目が合う。

「あれは、叔父上の仕業だろう！　いや……もしかしたら女神様がお怒りなのかもしれない!!」

「あなたまで何を言うの、レオンハルト！　女神だなんて存在しないの！　聖女なんてまやかしよ!!」

　髪を振り乱して叫ぶ王妃と、何とか彼女を連れて逃げようとするレオンハルトに、呆れてものが言えないとはこのことだろうなと一人思う。

　その間にも、窓の外は赤々と燃えている。

　とはいえ、正直腕が重くて仕方がないのだ。魔石が大きいということは、それなりの重量が腕輪にあるということだ。どうしたものかと考えていると、窓ガラスが弾け飛んだ。

　危ない……と思ったところで、ばさりと何かに包まれた。慣れ親しんだ香りに、安堵から全身の力が抜ける。

「ヴィルフリート、様」

「だから言ったでしょう？　絶対に安全ということはないんです」

　険しい表情でそう窘められて、アマーリエは困ったように眉を下げた。






　結果的には、聖女の娘の誘拐騒動は、一晩で鎮圧された。その余罪の中には、ドミナーム牢獄からレオンハルトを脱獄させたことも含まれており、この件に関与した者たちの洗い出しが行われていた。

「でも、どうしてヴィルフリート様は、わたしの居場所がわかったのかしら？」

　北の辺境伯邸にて療養している時に、ふと疑問が沸いた。

　まるで、事件が起こることを予測していたような行動の速さだったのだから……。

「その……非常に申し上げにくいのですが……」

　そう言って、アマーリエに答えをくれたのは、ヴィルフリートの侍従であった。

　答えはひどく単純で、ヴィルフリートからもらった宝飾品の贈り物に、位置情報を通知する魔法と体内魔素を感知する魔法がかかっていたらしい。

　アマーリエの体内魔素の量が急激に減少したため、何かあったのだと判断して、位置情報を元にやってきたとのことだった。

「それって、すとーかー？」

　はてと首を傾げたアマーリエに、必死の形相で止められなくて申し訳ないと侍従が平謝りすることとなった。

　療養と予定通り浄化の巡礼を兼ねて、当初の予定よりも三日ほど長く北の辺境伯邸に滞在した後、アマーリエはぴったりとセラに張り付かれて、王宮へと戻った。

　ちなみに、セラにも神殿騎士にも怪我はなく、気が付けばその場で倒れていたということだった。

　あの異臭は、人の意識を瞬間的に失わせる薬品であったと聞いた。これも隣国からの輸入品だと言う話を聞いたヴィルフリートが、烈火のごとく怒り狂ったらしい。とても、普段の彼の様子からは、想像できる姿ではない。

　情を交わしたあの夜以来、態度の変わったヴィルフリートであるが、この誘拐事件により、さらに過保護さが増すことになった。

　そして、身の安全のためにと、アマーリエは、早々に居を王宮へと移すことになったのである。

















終章












　アルヴァート正教の総本山。

　大神殿の礼拝堂には、輝かんばかりの美貌を誇るこの国の王太子とその婚約者である聖女の娘が、女神の像に向かって首こうべを垂れていた。

　女神の像の前には、大神官が聖水を手に祝福を授ける。

　大神官は、女神の声の代弁者だ。

「それでは、女神の御意思に従い、この二人の若者の永遠の愛の誓いを受け入れよう」

　大神官の高らかな宣誓と共に二人に振りかけられる聖水。

　そして、彼らを囲むように左右に並んだ枢機卿が、宣誓と同じ言葉を繰り返す。その声は、聖堂に朗々と響き渡り、彼らが振りまいた聖水が、光の粒となってキラキラと輝く。

「ここに、新たな夫婦の誕生を宣言する！」

　大神官のその宣言に、礼拝堂内には割れんばかりの拍手が響き渡った。

　元々は、王都の中央神殿で予定されていた二人の結婚式は、ヴィルフリートの戴冠式を兼ねることにより、その場所をアフィヤの大神殿へと変えた。

　王族の結婚式は、中央神殿でも執り行うことが可能であるが、戴冠式は、大神官と十二人の枢機卿により、大神殿にて行われると決められているのである。

　そのために、これ幸いと一緒に大神殿で行うことを決めたのは、他の誰でもないヴィルフリートであった。

　王太子として結婚し、戴冠して王となる。それに伴い、アマーリエは、当然ながら王妃となるのだ。王太子妃である時間など、一時間もない。

　ヴィルフリートの兄である前国王は、今回の騒動の責任を取って譲位という形になり、戴冠式が終わり次第、辺境の離宮へ居を移すことになっていた。王妃は離縁され、王太子と共にドミナーム牢獄へと幽閉となった。

　そして、今回の騒動に関わった貴族家には、大なり小なり罰が下された。その大半は、降爵することとなった。

　そんな事情もあり、この戴冠式には、多くの高位貴族の当主が参列している。参列を認められた者は、今後のヴィルフリートの治世に関わることを許された家門だということ。

　そして、妻となったアマーリエと参列する当主たちに見守られて、ヴィルフリートは、この日新たな王となったのであった。

　結婚式と戴冠式が終われば、そのまま王都へのパレードが行われる。新たな国王の誕生と婚姻に多くの国民が沸き立った。

　聖女の娘を妻として迎えた神官出身の新たな王を祝う壮大なパレードは、彼の平穏で安定した穏やかな治世と共に、広く語り継がれていく。

　その中でも、時折歴史書にも表れる愛妻家ぶりは有名で、様々な逸話が残る。そのどれもがほのぼのとするような内容で、ヴィルフリート王の人柄が表れるようだと後世の歴史家は語った。






　長時間のパレードを終えて、ヴィルフリートとアマーリエは、無事王宮へと戻ってきた。王都と大神殿のあるアフィヤは、近しい距離にあるとはいえ、大勢の家門を引き連れての盛大なパレードとあっては、通常以上に時間がかかるものだ。

　それに加えて、多くの国民が一目見ようと沿道に詰めかけたため、足止めを受けたというのもある。

　絶えず笑顔を振りまき、手を振るのは至難の業であったことは間違いない。

　戴冠式を終えたことで、正式にヴィルフリートが国王となった。とはいえ、内外への発表の場という意味では、盛大な披露目の夜会を明日、王宮の大広間で開くことになっていた。

　疲れすぎて何も食べたくないと夕食を断り、侍女たちに世話をされながら至れり尽くせりで湯あみをすませ、アマーリエは、ヘロヘロの状態で寝室へとたどり着いた。油断すれば、そのまま寝入りそうなほど疲れている。

　少しだけ……とごろりとソファに横になれば、あっという間に睡魔が訪れる。

　ふわふわと水に浮かぶように体が揺れる。それがどうしようもないほど気持ちよくて、へにょりと顔を緩ませた。

「アマーリエ」

　遠くの方で、名を呼ばれている気がする。

　それも、大好きな人の声で。

　それに返事がしたくても、眠すぎて目が開けられない。

　いつの間にか揺れは収まって、今度はどこか柔らかい場所に寝ている気配がした。すんっと鼻を鳴らして匂いを嗅げば、嗅ぎなれた大好きな人の匂いがした。

「ヴぃる、ふりーとさま」

　無意識のように手を伸ばせば、がっしりとした大きな手が、アマーリエの手を取ってくれる。

「今日は、お疲れ様でした」

「……はぃ、つかれました」

　何とか口から絞り出した声は、どこか子供のように舌足らずだ。そんなアマーリエの様子に、ヴィルフリートが笑った気配がした。

「ぎゅってしてください」

　抱きしめてほしくてそう欲望のままに口にすれば、小さな笑い声と共に体を引き寄せられた。すっぽりと収まる定位置。アマーリエだけの場所。

　ぐりぐりと顔を押し付ければ、ぽんぽんとあやす様に背中を叩かれた。

「……小さい子じゃ、ないです」

「そんなこと、十分に知っていますよ。あなたは、立派な大人だ」

　何とか目を開ければ、穏やかに笑うヴィルフリートの顔が目の前にある。

「そうなんです。大人なんですよ、旦那様」

　アマーリエの言葉に、一瞬目を見開いたヴィルフリートが嬉しそうに破顔した。

「そうですね、わたしの可愛い奥様」

「それならば、いいです」

　その返答に、満足げに笑うと、アマーリエは伸びあがって唇を合わせた。やっと頭が、覚醒してきた気がする。

「もしかして、ここまで運んでくださったのですか？」

　思考がはっきりしてくれば、ここが寝台の上であると気づく。

「あのままソファで寝かせておくわけにはいきませんからね」

　そう言って、ヴィルフリートが苦笑した。

「うふふ、ありがとうございます。ヴィルフリート様ってば、優しい。大好き！」

　ぎゅっと抱き着けば、優しく受け止めてくれる。

「わたしも愛していますよ」

　ちゅっと音をさせて、つむじに唇が押し当てられた。

「でも、起きてくれて良かった」

　どこか困ったように眉を下げたヴィルフリートに、アマーリエは首を傾げた。

「何かありましたか？」

「今夜は、初夜ですから」

　ヴィルフリートにはっきりそう言われて、アマーリエはぱちくりと瞳を瞬かせた。

「しょや」

　初めての夜と書いて初夜と読む。確かに、結婚式を終えた二人の初めての夜であるはずだ。とはいえ、既に関係をもっている自分たちには当てはまるものでもない気がして、正直気にもしていなかったことだ。

「お疲れなのは承知の上なのですが……」

「いや……あの、その……」

　なんだか急に気恥ずかしくなって、アマーリエは視線を彷徨わせた。

「駄目、ですか？」

　眉を下げたまま問いかけられて、アマーリエは顔を真っ赤に染めた。駄目であるわけがないのである。

「お手柔らかに……オネガイシマス」






　柔らかい素材の夜着は、するりと音もなく肩から滑り落ちた。

　もうすでに幾度も体を重ねたはずなのに、こうして改めて初夜だと言われると、気恥ずかしくなるのはなぜなのか。

　もうヴィルフリートに見せていない場所などないはずなのに、それでも隠したくなる。

「……消えてしまいましたね」

　どこか名残惜し気に、ヴィルフリートが呟く。

　いつも執拗というほどに肌に残される痕。それが、ヴィルフリートからの愛の証であるということをアマーリエは知っている。

「今日もつけちゃダメです、からね……明日の夜会で……ドレスが着られなく……んッ、なっちゃう！」

　唇からスタートしたヴィルフリートの唇は、頬に、首にと順にアマーリエの体を辿っていき、肩や二の腕、背中……と名残惜し気に触れていく。いつもであれば、痛いほど吸われるそれらの場所も、今夜は触れて時折ひと舐めしていくのだ。

　その刺激が、どうにも物足りなくて、アマーリエは何度も身を捩よじった。

「あぁ、そう言われてどれほど耐えているか、あなたは本当に理解しているのでしょうかね」

「あんッ！　そんなこと言われても……あ……仕方ないじゃ、ないですかぁぁぁん」

　ここならばと思ったのか、胸の先端をぢゅっと吸われて、アマーリエは一際大きな声を上げた。その後も、軽く歯を当てられたり、悪戯に押し込まれたりと弄られ続ける。

「お手柔らかにって、いったのにぃぃッ」

「優しくしていますよ、十分に」

　喉の奥で小さく笑ったヴィルフリートが、秘められた場所をまさぐった。蜜口を探り当てた長い指は、悪戯にその場所をかき混ぜては出ていく。彼の愛撫に慣らされた体は、それだけで満足できるはずもない。

「もうこんなにも濡らして……」

「だってぇぇッ」

　聞き分けのない子供のように、いやいやと首を振るアマーリエを、ヴィルフリートは愛しそうに見下ろした。

「仕方のない人ですね」

　口ではそう言っていても、表情はちっともそう思ってはいない。

　ヴィルフリートは、アマーリエの大腿を大きく割り開くと、おもむろにそこに顔を埋めた。

「あぁぁぁぁぁッ！　舐めちゃだめぇ……ッ」

　ぴちゃぴちゃと音を立てて、ヴィルフリートが蜜口から溢れる蜜を舐める。時折舌を差し入れたり、大きく舌を出してその上の尖りも含めて舐めるのだから、刺激に弱いアマーリエにしてみたらたまらない。

「もういいの！　もう十分ですからぁぁぁッ」

　これ以上の刺激は疲れた体には、正直辛い。もういいから入れてくれと懇願したアマーリエに、ヴィルフリートは小さく笑ってその場から顔を上げた。そして、自分も夜着を脱ぎ捨てると、いつも以上に高ぶった剛直をアマーリエの蜜口に添えた。
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　しかし、アマーリエの蜜洞は、その剛直を難なく迎え入れた。その馴染んだ感覚に、アマーリエは体を震わせた。

「あ、あ、あ、あぁぁんッ」

　ヴィルフリートのそれは、外見に見合わず、硬くて太くそして長い。小柄なアマーリエの蜜口いっぱいに押し込まれたそれは、しかしぴったりと合わさったように収まった。

　破瓜というものは、既に済ませてしまったが、正式に婚姻を結んだ今は、どこか違って感慨深い。

　アマーリエの隘路は、ぎゅうぎゅうと剛直を締め付けて、奥へ奥へと誘い込む。

「あ……あ……あ……ダメッ！」

「何が、駄目なのですか？」

「ん……ッ、いつもより、おっきぃぃっ」

　ぎゅうぎゅうに張り詰めたそれが動くと、容赦なくアマーリエのいいところも摺り上げていく。

　既に達した後の体は、その刺激で簡単に快楽の渦へと押し上げられていく。

「いつもよりも大きいというのであれば、それほど興奮しているのでしょう」

「こ……こうふん？」

　いつもと何が違うのかと僅かに首を傾げたアマーリエに、ヴィルフリートが小さく笑う。

「興奮もするでしょう。あなたの花嫁姿は本当に美しかった。えぇ、女神も霞むほどにね」

「……ばち、あたりですよ」

「結婚式の日くらい、女神さまも許してくださいますよ」

　そうだろうかと、働かない頭で考えているとガツンと奥を貫かれて目の前に星が飛ぶ。

「あぁぁぁぁんッ！　やぁぁぁッ」

　一気に訪れた快楽に、振り落とされまいと、アマーリエは腕を伸ばして、ヴィルフリートの首に縋りつく。

「―――……っは、あぁぁッ！　奥ダメ……ッ、イっちゃ……ッ」

「ほら、気持ちよくなって、イってしまいなさい」

　さらに奥にとぐりぐりと押し付けられれば、耐え切れなくなってアマーリエは簡単に上り詰めた。そして、それを追うようにして、ヴィルフリートも奥へと擦り付けるように白濁を放出する。

　二人でぎゅっと抱き合ったまま、乱れた呼吸を整える。

「……これで名実ともに夫婦になったのですね」

「そうですね。これで、あなたの逃げ場はなくなりましたよ」

「逃げようなんてもともと思っていません。むしろ、逃がしたりなんてしないので、覚悟してくださいね」

　そう言って、アマーリエはちゅっと音を立てて、ヴィルフリートの唇に触れた。

「もちろん。逃がさないでください。あなたがいなくては、わたしはもう呼吸の仕方も忘れてしまいましたから」

　ひどく真面目な表情でそう言ったヴィルフリートに、アマーリエは小さく噴き出した。

「随分と極端ですね」

「笑い事ではありませんよ、アマーリエ」

「そうなんですか？」

　クスクスと笑いながら問いかけたアマーリエを、ヴィルフリートは眩しそうに見つめた。

「あなたは、いつだって輝いている。もう、この輝きなくしては、生きていける気がしません」

「駄目ですよ？　長生きしてくれないと」

「えぇ、もちろん。あなたと長く時を過ごすためならば……」

「んもぅ、ヴィルフリート様ったら」

「ヴィル」

「？」

「どうかヴィルと呼んでください」

「ヴィル？」

「えぇ」

「愛していますよ、ヴィル」

「わたしもです、アマーリエ」

　二人で顔を見合わせて、顔を寄せ合ってクスクスと笑う。

「ヴィルに似た男の子が欲しいなぁ」

「アマーリエに似た女の子ではなく？」

「……それは、苦労しそうなので、優しいお兄ちゃんが先です」

　真面目な表情でそう告げれば、ヴィルフリートが苦笑しながらも頷いた。

「そうですね。どんな苦労があっても支えてあげられるような兄弟もたくさん作りましょう」

「……たくさん？」

「えぇ、沢山です」

「それは、産む方もたいへんですねぇ」

　出産は痛いって言うからなぁと何ともなしに呟いたアマーリエに、ヴィルフリートが眉根を寄せた。

「わたしが、代われたらいいのに……」

「ヴィルが、代わりに産んでくれるのですか？」

「そうできたらいいのに、それならば、あなたが痛みに苦しまなくてもすむでしょう？」

「でも、わたしから生まれた女の子でないと、聖女の力は遺伝しないんですよね？」

「聖女の力なんてどちらでもいいんです。それがあったから、あなたを好ましく思ったわけでないように、娘に浄化の力があろうとなかろうと可愛いことに違いありません」

「……ダメな王様ですねぇ、ヴィルは」

「好んで王になったわけではありませんから。あなたのためだと言ったはずですよ、アマーリエ」

　はっきりとそう言い切られて、アマーリエはぱちくりと瞳を瞬かせた。

　それは、婚約者の打診をされた時の話だろうか。

「わたしにとって、あなたが全てです。あなたのために、今も昔も生きている」

「大好きですよ、ヴィル」

「わたしも、愛しています。アマーリエ」

　顔を見合わせて笑いあって、そのまま自然と唇を合わせた。












　神秘の国アルヴァート。

　数奇な半生を経て王となったヴィルフリート王と聖女の娘であったアマーリエ王妃の間には、五人の子が産まれた。

　聖女の力は、娘にだけ遺伝する。

　夫婦の第三子として生まれた唯一の王女は、兄王子と弟王子に大切に守られて、そして支えられて国の浄化に貢献したと語り継がれている。

　二人の婚姻の翌年に産まれた第一王子は、父である国王の姿を見て育ち、この妹王女を殊の外可愛がったという。
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